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埋蔵文化財は、私達の祖先より永く培われてきた貴重な歴史的財産であります。私

達はそれらを正しく理解し、文化財保護法の理念に基づき・活用し、そして後世に伝

えていかなければなりません。

しかしながら、埋蔵文化財は近年の増大する大規模な開発等によりさびしい状況に

おかれています。その中で、埋蔵文化財の保護と各種開発事業の調整をはかるために、

遺跡の性格・所在地・範囲を性格に示すことが必要であることはいうまでもありませ

ん。

当教育委員会では、国庫補助金の交付を受けて昭和52年以来遺跡の分布調査を実施

しているところでありますが、現在確認されている遺跡数は10,000余箇所にも上りま

す。これらの遺跡の周知徹底を図る必要があるとともに、開発事業との調整の中で発

掘調査を行った記録や遺跡の範囲・内容確認を目的とした試掘調査の記録を明らかに

することが必要であると考え、平成元年度より報告書を作成しております。

本報告書は、平成8年度に実施した県内遺跡の発掘調査・試掘調査・分布調査の成

果をまとめたものであります。本報告書の活用により、文化財の保護に資するところ

があれば幸いに存じます。

調査の実施と報告書の作成にあたり、関係各位からご協力・ご指導を賜りましたこ

とに対し心より感謝申し上げます。

平成9年3月

岩手県教育委員会

教育長 細尾 正勝



例

1本書は、岩手県教育委員会が平成8年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査結果の概要報告で

ある。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、岩手県教育委員会が調査主体となり、県立埋蔵文化財センター及び関係市町村教育委員会の

協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院発行の1/25,000地形図を原図に、原寸大を原則とし、遺構及びトレンチ配置図

は、各事業所より入手した1/1,000地形図を原図に、縮尺1/2を原則として掲載した。

4 発掘調査については、概略を記した。

5 試掘調査に係る遺跡の推定範囲についてはアミで示し、試掘溝は実線で示した。

6 遺跡の名称については、分布調査は遺跡コード番号を主とし、すでに遺跡名のつけられているものにつ

いては遺跡名も併記した。発掘調査・試掘調査については遺跡名を主とした。

7 本事業の調査、整理、報告書編集等は岩手県教育委員会事務局文化課の佐々木勝主任文化財主査、佐藤

嘉広主任、鈴木徹文化財調査員、佐々木務文化財調査員が担当した。なお、整理については下記の方々の

ご協力をいただいた。

㈲岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、菅原絹子、平沢祐子、桑野真理

8 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局文化課が保管している。
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1 -般国道4号花巻東バイパス事業関連調査

下似内遺跡(ME26-0226)

所在地:花巻市下似内地内

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日:平成8年9月8日へ9月27日

本遺跡は北上川と猿ケ石川の合流点北側に位置し、北

上川右岸の北東一南西に延びる自然堤防上に立地する。

標高は75mほどであり、現況は道路・宅地・畑地および

水田である。本事業に関連する市道部分については、平

成7年10月に花巻市教育委員会によって試掘調査が行な

われており、焼土遺構と土師器が検出されている。本線

部分に関しては平成8年3月に岩手県教育委員会文化課

が試掘調査を行ない、竪穴住居跡2棟を確認している。 第1図 下似内遺跡の位置

今回の調査はこの試掘調査の結果をうけて、約400証の範囲を記録保存を目的として実施されたものである。

調査の結果、試掘調査で確認された平安時代の竪穴住居2棟を含む住居跡3棟と、縄文時代と考えられる陥

し穴、土坑などが検出された。

1号住居跡(第3図)

調査区域の北東側で検出された。住居跡の1/2ほどが調査区域からはずれている。カマドは検出されていな

いが、東側と推定され、主軸は東西から100ほど東偏する。検出された西辺からl辺4.4mほどの方形隅丸形を

呈すると考えられる。埋土は黒褐色土が基本で、炭化材粒・焼土粒を微量含んでいる。その上に黒色の耕作

土が乗る。また床面のほぼ全面が地山の褐色土と黒褐色土を混ぜて15cmへ20cmほどの厚さで貼られており、

住居跡中央部分の床面で焼土層が形成されている。また、住居跡中央部分に貼り床の下から長径170cmの楕円

第2図 下似内遺跡調査区位置図
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調査統圏外
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1号住居跡埋土(A-B)
1 蝶紺色土(10YR2/)

粘性なし、しまりややあり、強化材・燐土徴靖混入
2 隷褐色土(10YR2/2)

粘性なし、しまりややあり、炭化材・焼士微靖混入
3 紺色土(7.5YR4/6)

粘性なし、しまりややあり、 1層士20%混入
炭化材・溌土緻痛混入

1号住居跡埋土(C-D)
1 隷色土(7.5YR2/1) (耕作土)

2 摸褐色土(10YR2/2)

粘性なし、しまりややあり、炭化村・焼土徴競混入
3 約色土(7.5YR4/6)

粘性なし、しまりややあり、 1層土20%混入

炭化材・娩上級靖混入
4∴捜土(10YR上7/1)

粘性ややあり、しまりあり、 3層土3%混入
5 i約色士(7.5YR4/6) ブロック状に混入

第3図 下似内遺跡遺構配置図・ 1号住居跡及び出土遺物
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形もしくはクマゴ形の土境が検出されている。地山層を約40cmほど掘り込んだもので、底面は船底型を呈す

る。壁土は黒色土で褐色土がごく微量混在する。この埋土中から土器4および土師器片数点が出土している。

1号住居跡で出土した遺物のうち4点を図化した(第3図)。 1は非ロクロ成形の饗形土師器で、内外面とも

ハケメ調整・ナデ調整されている。 2はロクロ成形の小型蛮形土師器で、体部は剥離が激しいが一部煤が付

着している。 3は住居跡中央部の焼土付近出土の杯形土師器で 回転糸切後回転へラケズリ調整、内面は黒

色処理・ミガキがみられる。底部から体部1/3ほどにかけて再調整が見られる。 4は杯形須恵器で、灰白色を

示し回転糸切痕を留める。

2号住居跡(第4図)

l号住居と同様に主軸は100ほど東偏し、煙道の一部および煙出は失われている。 1号住居より規模がやや

大きく、 4.5mX 5 mの方形隅丸形を示す。床面はほぼ全面にわたって褐色土と黒褐色土を混ぜて15cmへ20cm

ほどの厚さで貼られており、数カ所に焼土層を形成している。カマドと煙道は芯材に石材を使用し、シル上

質土で固く叩き締められている。出土遺物のうち5はカマド脇右側で 6は左神前で検出された。いずれも

口綾部は失われているが、 5は両面ともハケメ調整が、 6はハケメ・ナデ調整がなされている。 7はロクロ

成形の小型蛮型土師器。 8は蛮型須恵器で両面ともナデ調整で外面にはタタキメがのころ。 9-13は杯型須

恵器で9は橙色を示し、ロ緑部にかけては灰白色で回転糸切、 10、 12、 13は灰白色でいずれも回転糸切、 11

のみ灰色へラ切である。そのほか14上関、 15石製品が出土、縮尺1/2で図化した。 16は外面にタタキメ、 17は

㊨丁O

2号住居跡(A葛B)
⊥e

l 赤黒土(10Rl.7/1)粘性なし、しまりややあり、炭化材・焼土ごく微痛混入
2 紺色土(了.5YR4/6)粘性ややあり、しまりややあり

3 僅暗赤褐土( ) 1層土10%、 2層土5%混入

4 暗杓色土(7.5YR3/4)シルト貰、粘性なし、固くしまる、 1胸士20%混入

5 暗赤得色土(5YR3/4)粘性なし、しまりあり、闘ヒ材・焼士ごく徴訳混入
6 暗赤褐色土(5YR3/4)粘性なし、しまりあり、炭化材ごく徴航・廃土ブロック10%混入
7 黒褐色上(5YR2/2)粘性なし、しまりややあり、削平された部分? 0

8 褐色土(7.5YR4/6)粘性なし、しまりややあり、赤黒10R2/150%混入

9 得色土(7.5YR4/6)粘性なし、しまりややあり

l :

土釜幸二喜萱三二三三三三重牽二二三二三]
2号住居跡(C-D)

1赤黒土(10RL7/1)粘性なし、しまりややあり、炭化材・魔王ごく徴菰混入
2 赤黒土(10R2/1)粘性なし、しまりややあり、炭化材・廃土ごく微轍混入、 3層20%混入
3 褐色土(7,5YR4/6)粘性ややあり、しまりあり、 2畑土20%混入

2号住居跡(E臆F)
1明褐色士(7.5YR5/8)非常に固くしまる
2 赤褐色士(5YR4/8)粘性なし、しまりあり
3 灼色土(7.5YR4/6)シルト質、粘性なし、固くしまる

第4図 2号住居跡及び出土遺物
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三三

第5図 2号住居跡出土遺物

5cm

(14、 15)

1 0cm

両面にタタキメが認められる。いずれも縮尺は1/4で図化した。また、住居中央部で横型津が出土しており、

床面の焼土との関連も考えられる。

3号住居跡(第6図)

調査区域北側で検出された。主軸はほぼ東西で一辺4.5mの正方形プランを持つ住居跡で、 1号・ 2号住居

跡とは印象を異にする。上部削平が進んでおり、壁面は5cmが最大であり、削平は一部床面に及び、さらに

貼床下部にも達していると考えられる。住居内には上境が複数認められ、うちカマド右側のものは貯蔵穴と

考えられる。床面より40cmほどの深さの船底型を示し、住居と同質の黒褐色土で焼土粒を微量含む。カマド

は石材を心材としており、褐色土・黒褐色土混じりの土で構築されている。煙出は径50cm深さ35cmの円形を

示す。煙道部分は170cmほどで北側に僅かに湾曲する。カマド焚口部分および住居中央部分に厚さ10cmほどの

焼土層が形成されている。出土土器は7点図化した。 18はロクロ使用の饗型土師器で口綾部にタタキメを有

し、体部には一部ケズリ痕が認められる。 19は杯形土師器で回転糸切後回転へラケズリ調整、内面は黒色処

理・ミガキがみられる。 20は糸切で底部に墨書が施されている杯型土師器である。 21 ・ 22は酸化焔焼成によ

る杯型土器で橙色を示し、特に22は器形に歪みがある。 23、 24は灰白色を示す杯型須恵器で24は内外面とも

ススが付着している。 21へ24はいずれも回転へラキリによる。 21、 23はカマド左袖付近で、 22、 24は貯蔵穴

内で検出された。このように3号住居跡は1号および2号住居跡とは明らかに時期差を持つものと考えられ

る。 1号および2号住居跡は9世紀末へ10世紀のものであるのに対し、 3号住居跡は9世紀前半のものであ

ると考えられる。

南東区遺構群(第6図)

調査区域南東側で検出された。 1号陥穴は上幅が最大で約50cm、深さは85cmほどである。 1号土坑は最大

径2m、最深部60cmの円形すり鉢状の土坑であり、最深部で礫層に当たる。 2へ3号土境は径25へ30cm、深

さ15̃20cmほどの柱穴状の土坑である。これらの遺構内部から遺物は検出されなかったが、付近の表土から

縄目文様のある土器小片1点が検出されている。

ー
6
喜



∞⊥

Å

」 柵・i○○

⑨3号住居跡(A-B)

l 黒褐色土(10YR2/)粘性なし、しまりややあり

3号住居跡(C-D)
1勲褐色土(10YR2/)粘性なし、しまりややあり
2 赤褐色土(5YR4/6)廃土、粘性なし、固くしまる

8 3号住居跡
-十

三三二≡二二二二二==宣

O 1 2m

3号住居跡(E葛F)
1明黄褐色土(10YR6/8)粘性なし、固くしまる
2 暗赤褐色土(2.5YR3/6)廃土、粘性なし、固くしまる

3 褐色土(10YR4/6)粘性なし、しまりあり、黒褐色土10YR2/2、 20%混入

主監

斧坑
2蒜坑 3帯坑

印 田岡

A

トータ● 1○○

B
」

「ミミラ=T‾

N
」
八
月
白
月
≠
-
丁
i

し

田園
′ ′■▼{_

●

電影∠ ・、

1号土坑(A-B)
1 赤黙土(10RL7/1)粘性なし、しまりややあり
2 黒褐色土(5YR2/2)粘性なし、しまりややあり、 1へ3屈の漸移庸
3 思褐色土(7.5YR32)粘性なし、しまりややあり

◎
4号土坑

第6図 3号住居跡及び出土遣物・南東区遺構群

-
7
-



2 一般国道4号矢巾拡幅事業関連調査

島遺跡(しE57-1141)

所在地:紫波郡矢巾町大字土橋第10地割地内

事業者:建設省岩手工事事務所

調査期日:平成8年5月20日、 6月3へ5日

6月24日(4日間)

遺跡は岩崎川と北上川に挟まれた沖積地の中の微高

地上に立地し、標高は102m前後、周囲との比高はlへ2

mである。

調査は3回に亘って行われた。まず5月に国道4号

の東西両側の拡幅部分について全体的に試掘トレンチ

を設定し、遺構・遺物の有無等を確認している。この

段階で国道4号の西側は現状では微高地の一部と見

えるが実際には厚いところで2mを越すほどの厚い盛

土が認められ、一部を除き本来は岩崎IiIの氾濫原の低

湿地で、遺構・遺物とも確認できなかった。東側では

リンゴ畑で溝跡が確認され、文化課が再度調査を行う

こととなった。

Zくここプ十十

第7図 島遺跡位置図



1号満 2号灘 3個満

十・二101・7し」 」-し二101・7叩鵜」 」し二1029叫,___一で‾‾

てプ‾て二二二二
燕鴇色土、粘性弱、しまりややあり。隷褐色士、粘性弱、しまりややありo

4号溝
11Iし二 E

ト102.08m」

へここア‾

晴絢色土、しまりなし、

王二101 ・9二㌔∴」。○○

耕作上が混じる。 3

1振紺色土、粘性あり、しまりあまりなし
2 蕪褐色上、粘性あり、しまりあまりなし

1層よりやや赤みを葡びる
3 型紺色士、地山の萌渚士混じる

5号

し二102.08m

陥し穴状遺構

Nしこ101.7mS
I- --「

他山ブロック含む。 想紺色土、粘性弱、

しまりややあり。

1蕪褐色士、粘性弱、賞抽色土含む
2 三賞掲色士と撫杓色土との混合

0 2m
」 !∴∴∴∴」

6月に、その溝跡の調査を行い、溝跡以外に陥し穴

状遺構、柱穴状ピット、土境などの遺構と平安時代の

遺物が確認された。溝跡は5条検出されている。 1号

溝と2号溝は調査区の北側にあり、 Ⅹ字状に交差して

いるが、時期差は不明瞭である。陥し穴状遺構を切っ

ており、周囲から土師器片が出土しているため古代の

溝跡の可能性が高い。 3号溝は5号溝(円形周溝?)

を切っている。時期は不明だが、一部に段が認められ

る。 4号溝は壁土の様子からごく新しい耕作などに関

連する溝跡と考えられる。

土坑、柱穴状ピットについては性格は不明だが柱穴

状ピットは壁土の状況から比較的新しいものと推定さ

れる。

今回の調査区では平安時代を中心とする遺構・遺物

が確認された。もっと広い範囲の状況が判れば今回検

出された遺構の性格や遺跡の中での位置づけがよりは

っきりすると思われる。

-
9
-

第9図 島遺跡検出遺構



3 新九年橋建設事業関連調査

(九年橋遺跡第12次調査)

九年橋遺跡(ME66「1080)

所在地 岩手県北上市九年橋3丁目8番及び11番

事業者 岩手県北上土木事務所

調査期間 平成8年7月1日̃24日(15日間)

1 従来の調査

本遺跡は1973年以来11次にわたって発掘調査が実施さ

れてきており、低湿地に立地する縄文時代晩期後半の遺

跡として全国的に著名である。遺跡周辺地域の宅地化が

進められてきたことにより、開発計画に先立って事前の

緊急調査が実施されている。いずれも北上市教育委員会

が調査主体であるが、 1 ・ 2次調査においては草間俊一 第10図 九年橋遺跡の位置

氏(故人、当時岩手大学)が、 3次以降においては藤村

東男氏(慶応義塾女子高) ・稲野裕介氏(北上市教育委員会)等が現場の指揮に当たっている。 1 ・ 2次調査

については詳細な報告が出されていないため、 3次へ11次調査の成果を11次調査報告書(北上市教委1988)

によってまとめると以下のとおりである。

(1)調査総面積; 1260m2

(2)検出遺構;竪穴住居跡(2棟のみ晩期前半) ・石囲炉・焼土遺構・上境・配石遺構等

(3)出土遺物;土器(実測済のみ) 3167点、石器類(石製品含む) 4207点、土製品1559点、骨角器類9点、

その他ソバ花粉

(4)遺物出土状態;土器の完形品を中心としてまとまりを持って出土。しかも半数以上は破損のない出土

状態を示す。

(5)遺跡の形成についての解釈:和賀川流域の窪地が一時的に乾燥し、晩期前半の遺構が形成された。そ

の後一時的に冠水するが、再び遺跡南側より順次乾燥して晩期後半の遺構が形成された。このことは、

花粉分析からも裏付けられる。

圏追跡閥
[二]第1・ 2次調査区

田第3-11次調査区

口第12次調査区

第11図 九年橋遺跡調査区位置図

//
50m

ー10 鵜

(6)その他;遺物の考察については、別

に数多くの成果が公表されている。

2 調査範囲と層序(第11, 12図)

今回の調査対象範囲は、 A地区のうち第

1、 2次調査の際に掘り残されていた部分

である。遺跡を寸断する南北に走る市道の

東側では、上部に若干の盛土整地層がのろ

だけで、幅約Imにわたって遺物包含層が

ほとんど破壊されることなく残存している

のが確認された。調査区グリッドの設定は

南北市道を軸線として独自に設定した。な

お、調査に際し北上市在住の稲野彰子氏の



2Iぐ仁10YR2/3黒褐色シルト

12次調査検出適構(アミ部分は1 ・ 2次調査区)羅諜;〉講雑多浩二離籍多し
5座主10YR2/2隷紺色シルト、炭化物種多J

旧河道断面図

潅

調査区西壁土層断面図

割

6Iぐ年10YR3/2異紺色シルト、炭化物粒多い、癌性多い

了層: 10l’R3/3解約色粘土質シルト、炭化物撹多い、粘性多い

8Il信101照3/2黒紺色粘土質シルト、炭化物綿多い、粘性多い

1m l
斑紺色士 やや粘性あり、ややしまりあり、砂と粘性のある費色土が均抑こ混じ

った士
2 時政杓色土 粘性あり、ややしまりあり、はり砂の旅が少なく的色土の混じり方

が斑(こなる(ブロック状(こ入る部分がある)
3 明費約色士 粘性あり、ややしまりあり、 2より砂の靖がやや多く、墳色土の混じ

b ∵畿左
り方は2より均間である。

やや粘性あり、ややしまりあり、砂をよしえない均質な土
粘性あり、ややしまりあり、 」と似ている

):⑦ -二二三二二●‾●
a- 一b a- -b

二〇二二
〇‾●二二ニーナ‾

3号土坑

10YR2/3黒謁色シルト、粘性ややあり、しまりあり

10YR3/2熱褐色粘土質シルト、粘性・しまりあり

10YR4/3にふい前掲色粘土質シルト、粘性・しまりあり、 2を30-40%含む

10YR3/2黒褐色粘土貰シルト、粘性・しまりあり、 3を斑に少し含む、抜含む
10YR3/2黒褐色粘土質シルト、粘性・しまりあり、炭少し含む

b

ー‾二二丁

6号土坑

1 10YRう/3粘性あり、炭化物多い

ーb

7号土坑

4号土坑

ーb

一二二。‾

8号土坑

1 10YR4/3炭化物多く粘性あり、柔らかい

5号土坑

101当て4/4 粘性あり、炭化物多い
10YR」/3粘性あり、炭化物多い、 1より柔らかい

3 10YR4/3 と4/4の中間、 1と上代が似ている

9 ・10号土坑

1 10l’R3/3粘性あり、炭化物あり

第12図 九年橋遺跡調査区平面図及び断面図(上)、土坑平面図及び断面図(下)

一
面国書雪



指導をいただいた。

基本層序は以下の通りである。

I層;盛土層

H層;旧耕作土層(旧水田耕作土)

暮II層;遺物包含層(3-11次調査では0へ3層の4層に細分、今回は2→8の7層に細分)

IⅤ層;包含層直下上層(上部で遺物包含、遺構確認面、 3へ11次調査の4層、今回は遺物を包含している

部分を9層と命名)

V層;地山層(上位で黄褐色̃青灰色砂層、下位で礫層)

( 3へ11次調査の萱II層の細分)

2層;10YR2/3黒褐色シルト

3層; 10YR3/2黒褐色シルト、炭化物粒多い

4層:10YR3/3暗褐色シルト、粘性あり

5層; 10YR2/2黒褐色シルト、炭化物粒多い

6層; 10YR3/2黒褐色シルト、炭化物粒多い、粘性あり

7層; 10YR3/3暗褐色粘土質シルト、炭化物粒多い、粘性あり

0層相当

1層相当

2層相当

8層; 10YR3/2黒褐色粘土質シルト、炭化物粒多い、粘性あり-3層相当

3 検出遺構(第12図)

(1)土坑

7基検出されている。検出面はいずれも9層上面である。フラスコ状を呈する土坑と浅皿状を呈する上境

の2類に大別される。平面形は円形を基調とし、十㍍以下の径となる。調査区南側の土坑埋土中において器

面が風化磨滅した晩期前半の土器片をやや多く含むものの、晩期後半期の遺物量が多い。その他の土坑壁土

からは土器片が若干出土した。出土遺物から、所属時期はいずれも晩期後半期であると考えられる。

1号土坑 平面形が円形を呈している。確認面での径約112孝ン。深さ約6昨ン。底面がやや広がる形状で断面

形がフラスコ状を呈している。埋土の上部は9層と類似した土壌で、掘り込みの識別は困難である。晩期前

半期の遺物は壁土の比較的上部で出土する。壁土中部より下(3層以下)では、晩期後半期の細かな土器片

が出土している。なお、上層観察のため調査の初期の段階で行った深掘区によって、上境北側が破壊される

こととなった。

3号土坑 平面形がいびつな円形を呈する。今回の調査区では最も北側に位置している。確認面からの深

さは32掌ン前後。浅皿状を呈している。晩期後半期の深鉢が出土しているほか、前半期の小土器片が若干出土

する。

4号土坑 平面形がほぼ円形を呈する浅皿状の土抗。遺構確認面は9層上面と考えられるが、この部分は

1 ・ 2次調査区にあたっていて上部が撹乱を受けており、詳細については不明である。 1 ・ 2次調査区内で

検出されている。本来の確認面は、さらに上部と考えられる。深さは12羊ン前後。

5号土坑 調査区西側の土層を観察した壁際で検出されている。平面形ほぼ円形を呈すると考えられる。

壁土は、激しい湧水のためかかなり軟らかい。遺構確認面は、 9層上面である。出土遺物はいずれも小片で

あるが、晩期後半期のものが圧倒的に多い。

6号土坑 断面がボール状を呈するほぼ円形の中土抗。 9層上面で確認されている。出土遺物は晩期後半

期の小土器片。

ー12 -



二二
十∵○ ○ノ

二三- -

1号柱穴
2号柱穴 3号柱穴

6号柱穴

I 賞褐色士 ねは一)あり 1 #杓色二王 ねぼりあり1 10UR2/2粘性のあるシルト、 I 10YR2/2に10YR6/6が

2 暗杓色土 ねぼりあり 2 暗褐色土 ねぼりあり ねけりあり まじろ、粘性あり、薬

囲囲
7号柱穴

l m

A- 2→3区焼土等平面図

1 10YR3/2粘土塙シルト、柱痕跡?
2 10l’R4/3池上新シルト、粘性あり、しまりあり
3 10YR3/2粘土質シルト、下郡に魔王含む

ーb

l 瑛紺色 しまっている、粘性あり、炭化物を含む
/2 暗褐色 ややしまっている、やや粘性あり、炭化物を含む

焼土師図 雷鮨 鵠紀芋窪壷欝封
5 明野褐色 しまっている、粘性あり

瀦d eぁt
埋設土器断面図

第13図 九年橋遺跡検出遺構等平面図及び断面図

7号土坑1 ・ 2次調査区内で、わずかに円形の掘り込みが確認されている。晩期後半期の土器片が出土

している。

8号土坑 平面がほぼ円形を呈すると考えられる土境。深さ25芋ン前後。道路工事等の際に調査区の南側ほ

ど削平が著しい状況が観察され、上境の上部が一部失われている。同時に、旧河道と考えられる東西に細長

く延びる落ち込みの緑にも当たっている。埋土中の出土遺物は晩期後半期が中心であるが、表面の磨耗が著

しい。

(2)柱穴跡

土抗のうち小規模で柱穴跡状を呈するものを特に区別した。 7基検出されている。 4号は深さ5昨ンを計

るが、その他は2昨ン前後である。調査範囲が限られていたことから、これらの遺構から明確に上屋を構成す

ることは困難である。 7号柱穴跡では、柱痕状の壁土が識別されている。

(3)焼土

8層中で3基検出された。 1号焼土は径買方以上の広がりを持つ。複数の焼礫が同時に検出されたことや、

埋設土器状の深鉢が隣接して確認されたことなどから、当初竪穴住居等に伴う炉跡の可能性も考えた。しか

し、焼土は軟らかくいずれも厚さは10芋ン前後でブロック状に点在していることから、現段階では現地性の

ものではないと判断している。

4 考察

第12次調査で新たに付け加えられそうな事実及び解釈は次の通りである。

(1)現在確認される遺物包含層の広がりを規定する要因が明らかになったこと

(2) IⅤ層の形成について新たな解釈が提示できたこと

(3)遺物包含層の形成過程を復元できたこと

(4)土器の残存状況が他の調査地点とは異なっていたこと

(5)遺跡付近で剥片剥離が頻繁に行われていたこと

以下にその根拠を示す。

①遺跡の微地形、遺跡の形成過程について

- 13
-
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lへ8 ; 1号土坑出土

9→12: 3号士坑出土
13、 1信 5号土坑出土
15 ; 6号土坑出土
16 : 7号土坑出土
17 ; 8号土坑出土

18→19; 9号土坑出土

20-21 : 10号土塊出土

第14図 九年橋遺跡遺構内出土土器
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ア 遺跡付近の旧微地形(第12図)

調査区南側に溝状の落ち込みが検出された。これは1 ・ 2次調査でも確認されており、旧河道の埋没と考

えられるものである。砂質の土壌が堆積し、磨滅した縄文土器の微細な破片が含まれている。このことより、

旧和賀川が九年橋遺跡廃絶後に遺跡南側の遺物包含層を浸食したものと考えられる。現在確認される遺物包

含層の広がりは、この旧河道の北岸にあたると考えられる。調査区北側は、前回までの調査と同様に9層と

同じレベルで段丘礫層が確認され、遺物・遺構等は見られないが、本来高い面であって上部が浸食されて現

状を呈している可能性が考えられることから、遺跡の広がりを慎重に検討する必要がある。

イ 遺物包含層の形成過程(第12図)

遺物包含層はIII層(7層に細分)であるが、 IV層上部(9層)に若干の遺物が含まれる。従来の報告では、

この状況を遺物包含層が形成される時点での低湿地的環境として理解されている。しかし、この層は暗黄褐

色シルト質の土壌であり、満水によるグライ化の痕跡は認めがたかった。他の地点の調査では、この層を間

層として下部に晩期前半の遺構が検出されている。この間層は河I=作用によることが確実である。また、最

上面で複数の遺構が確認されることから、晩期後半の段階では安定した面を形成していたと考えたほうが合

理的である。この層の上部(9層)に含まれる土器片は概して表面が磨滅しており、 2へ8層の遺物包含層

中で出土した土器とは器表面の様相が異なっている。これらのことより、晩期後半に至って、今回の調査地

点より上流に形成されていた九年橋遺跡内の遺物包含層が浸食され、安定した上層であるIⅤ層上部に、遺物

と土壌がともに再堆積した可能性を考えておきたい。

また、 ②で再検討するが、 2へ9層の8枚の遺物包含層から出土する土器は、層を越えた接合関係が認め

られ、また、図表9に示すように、明らかに古い段階の土器片が一定量「混入」していることから、多少の

擾乱を常に伴いながら堆積したものと考えられる。

2へ8層は概ね南側から北側に低く傾斜する様相が認められ、南側では5層より新しい層は形成されなか

ったか、もしくはすでに浸食されて存在していない。小林(1988)によれば九年橋遺跡の出土土器の分析

からB4区とH5区の時間差が認められるという。このことは、包含層の遺存状況の差をとらえていた可能

性が高く、調査地点における時間差として一般化させるためには、なお検討を要している。

②出土遺物について

今回の調査による出土遺物の総量は30×32×42孝ンの整理箱で20箱である。そのうちの9割は土器で、石器

等は1割以下である。以下の報告では、出土土器、土器片のうち、接合作業を経た上で確認される大きさが、

辺の長さ概ね3孝ン以上の資料の1024点を対象とし(遺物包含層出土数量、遺構内出土は別に集計、直接接合

した場合を除いて個別の破片を対象)、それ以下の大きさの資料は捨象している。これは、該期の土器につい

て、残存部位を問わずほぼ器種同定が可能となる大きさでもある。

ア 土器の残存状況

従来の報告では、土器の半数以上は破損のない出土状態を示すとされている。そのことを裏付けるかのよ

うに、 3̃11次調査報告書中には数多くの縄文晩期後半期の土器の実測図が掲載され、該期の基本的資料と

して利用されている。

図表1から明らかなように、出土土器全体の85%は1/20以下の小破片である。この傾向は、各層・各器種

で多少の相違が認められるものの、基本的には共通している。ただし、個体数に換算した場合、小片化した

土器の割合はそれほど高くない可能性を有している。いずれ、この状況は過去の調査の報告内容と大きく異

なっている。
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イ 遺物包含層出土土器の時間的関係

今回の調査区の遺物包含層が、南から北方向に傾斜しながら形成され、 8層に細分されることが観察され

ている。これらの包含層と出土土器の関係について集計している(図表4̃7)。

器種ごとに(浅鉢・高杯、深鉢・鉢、壷に分類)、小林(1988)によって提示された単位文様の出現状況に

ついて集計した。小林による単位文様は、a主として大洞C2式として分類される土器に多く用いられるもの、

b主として大洞A式として分類される土器に多く用いられるもの、C大洞C2式と大洞A式の両者に分類され

る土器に用いられるもの、の三群に分けられるであろう。 2へ9層の遺物包含層が、そのまま時間軸に沿っ

た一次的な堆積状況を示している場合には、これらの単位文様の出現頻度は、従来の型式論的土器研究の成

果にしたがって、 aからCを介してbへの漸増傾向が認められるか、もしくはaとbの間で明瞭な不整合を

伴ったものとなろう。

集計では図表5へ7に見られるように、各単位文様は層ごとの出現頻度にかなりのばらつきが認められた。

最も早い段階で形成された層中にも、新しい段階と考えられている単位文様が含まれていたり、また、その

逆の場合も少なくない。しかし、全体的な量的傾向では、 9層̃2層への時間的変遷を伺うことができる結

果として捉えることが可能であろう。

同様に、特定器種について検討した。浅鉢の出土状況を、藤村(1980)に従って集計した(図表4)。この

結果、従来の型式比定に従えば、概ね5層以下では大洞C2式が主体で、以上では大洞A式が主体となる。た

だし、今回の報告では遺物包含層が最も良好に適存していたA4区出土資料を対象としている。

これらのことから、今回の調査対象となった遺物包含層は、大洞C2式からA式期における単位文様等の存

在状況が、従来想定されている以上に複雑な実態を伴うものと考えることも可能であるが、既に記したよう

に、遺物包含層についてはその堆積過程で多少の撹乱があったと考えられる。したがって、九年橋遺跡にお

ける遺物包含層を単位とした土器の分析とその結果については、傾向としての時間差を反映しているものと

して理解しておく必要がある。

ウ 器種組成

出土土器の器種組成を図表10へ11に示した。これについて、残存度1/20以上の資料を対象とした集計と、

それ以下の資料を含めて集計した場合とで、多少異なった結果が得られている。 1/20以上の資料のみ対象と

した場合には、小片も含めて集計した場合に比して概して深鉢の割合が低く、浅鉢の割合が高くなる。これ

は、相対的に大きな土器の場合に、一個体の土器から生じる破片数が当然多くなること、したがって、同一

個体の破片を重複して集計する可能性が高くなっていることによるものと考えられる。今回、器種同定は部

位を問わず行っているが、 -椴に行われている口綾部片を対象とした場合においても、同様の誤差が生じる

ものと考えられる。

エ 石器出土状況

手掘りによって採取できた、合計1120点の剥片(砕片を含む)を集計の対象としている。

剥片石材について出土層位ごとに集計した(図表13)。資料数の少ない層を除いて、ほぼ同様の傾向を示し

ている。各層とも頁岩、鉄石英(ギョクズイ含む)の出土数が多く、他の石材(黒曜石、チャート、安山岩

等)は少ない。

剥片の大きさについて出土層ごとに集計した(図表14)。いずれの層でも最大長50ミリ未満の剥片が圧倒的多

数を占めている。また、 20ミリ以上50ミリ未満の剥片の割合が大きい。このことを石材別に見た場合は、ギ

ヨクズイと黒曜石の場合、 10ミリ未満の剥片の割合が高くなる。当然ながら最も資料数の多い頁岩の場合、
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第21図 九年橋遺跡遺物包含層等出土土器(7)

全体の平均に近い分布となる。

九年橋遺跡で生産された剥片が20へ50ミリに集中することは、生産される石器の大きさを規定している○

また、ギョクズイ及び黒曜石により小さいサイズの剥片が多く見られることは、母岩の大きさに規定されて

いる可能性が高い。

さらに、微細遺物をサンプル採取した土壌を水洗選別して採取した。その結果、多量の小土器片及び砕片

等が検出されている(図表17,18)。今回の調査区は遺物包含層全体で9証程度の土塁であると考えられる。

土壌採取量は正確に計量していないものの、一つの包含層あたり0.002証、全8層分で0・016証前後であるこ

とから、全体量の500分の1程度を反映した数字と考えられる。このことから、かなり多くの微細な遺物が本

来包含されていたものと考えられる。

遺物包含層中には、これらのほか、同定困難な微小な動物骨片が多量に含まれていた。このような事実か

ら、この遺物包含層中には雑多な当時の生活痕が残されたものと推定される。したがって、このような微細

剥片等が多量に出土することは、遺跡付近で石器製作または再刃付けなどの行為が日常的に行われ、その過
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程での副産物がこの場に廃棄されていた可能性が高いことを示している。

なお、石器類は従来出土しているものと同様の型式のものである。遺構内のものを含め、 225点出土してい

る。図表19に一覧で示している。

図表解説

1分析対象の資料を、完形の場合をlとした土器の残存度別に、層ごとの出土破片数の割合を示したもの。小片は

1/20以下の資料。資料数が一定量の場合、層ごとにほぼ一定割合で推移する。いずれの層も80%以上は小片であり、

従来の調査結果と異なる内容となっている。

2 深鉢及び注口土器において、小片の割合が高くなっている。一方、高杯はl/4以上の破片で占められる。この要因

としては、深鉢の場合、個体が一般に大型であること、注口の場合、個体認識が容易であることが考えられる。高杯

の場合、脚台部分の残存が比較的良好な場合が多いことによると考えられる。したがって、この図表に現れる差異は、

破片数算出の技術的問題に起因する部分が大きいと考えている。

4 藤村東男氏によって分類された浅鉢(図表3)の出現頻度を、層位別にみたもの。大洞C2式に含めて考えられ

る類は6層以下に多く、大洞A式のものは5層以上に多い。しかし、あくまで全体的な傾向で、 6層以下にも大洞A

式の浅鉢が含まれている。また、少量ではあるが大洞C l式期以前の土器型式も認められる。なお、藤村氏の分類に

よるそれぞれの浅鉢の出現頻度は一様ではなく、 2、 3、 17、 8、 12、 19、 20は今回認められなかった。

5へ7 小林正史氏による単位文様の出現頻度(図表8)を、出土層位ごとに百分比で示したもの。資料同定上、 5

浅鉢・高杯、 6 深鉢・鉢、 7 壷、の3群にわけて集計した。それぞれ、個別にばらつきはあるものの、 AlへK

2に向かっての時間の流れが想定できる。しかし、集計では、資料の絶対数が少ないためもあって、かなり入り組ん

だ出現割合が看取される。

9 九年橋遺跡の主体をなす時期を湖る大洞BへC l式期土器片の層位別出土数。破片数で全体の10%弱を占めてい

る。概して表面が磨滅した破片が多い。

10へ11 10は選択した1,024点全てを対象とした場合。 11は、 1/20以上の136点を対象とした場合。後者の場合、深鉢

の割合が減少し、他の器種の割合が増加する。ただし、注口土器が統計からはずれることがある。これは、絶対数が

少ないわりに小片でも器種同定が容易であるためと考えられる。

13 出土層位別に剥片石材を百分比で表したもの。いわゆるtoolは集計の対象から外している(図表19参照)。また、

接合作業は行っていない。石材同定は佐藤が行った。その他には、砂岩や凝灰岩などが含まれる。黒曜石は全体で少

量の出土であるが、出土層位に偏りが認められる。なお、土器の集計結果から、全体の10%弱は晩期前半期に属する

ものと考えられる。

14, 15 剥片の大きさは、最大長または最大幅のうち大きい方の値で集計した。 50ミリ未満の小型の剥片が圧倒的に

多い。一方でtoolとして製作された石器には、石匙、石斧、スクレイパーなど50ミリを越えるものも多く、今後、素材

との対応関係が検討される必要がある。
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図表1-4

図表4 九年橋遺跡A 4区出土浅鉢分類表(層位別)

Cl以請 一般にC2式と分顕される土器 一般に∧式と分顔されろ土器 

2 3 4 9 10 17 18 

2/ 18 

5 6 7 8 11 12 13 14 15 16 19 20 

5/ 20 

2 
1 

3 2 1 1 1 1 4 

4 1 1 1 2 2 

5 1 1 3 

6 1 1 1 

7 2 1 3 3 1 2 

8 2 1 

9 1 1 l 1 1 3 

-
26
鵜



図表5

図表5-9
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図表12 九年橋遺跡出土土器遺構別器種組成

探鉱 
●、 

薙鉢 高林 看 沖□ 合計 
l号十坑 17 13 19 2 24 4 79 

2号十坑 0 1 0 0 0 0 1 

3号十坑 1 3 3 0 0 2 9 

4号十坑 0 1 1 0 0 0 2 

5号十坑 0 0 0 1 3 0 4 

6号十坑 2 0 0 0 0 0 2 

7号十抗 1 0 0 0 1 0 2 

8号十坑 0 0 3 01 2 1 6 

9号十坑 2 2 2 0 1 1 8 

10号十坑 1 1 2 0 0 0 4 

合計 24 21 30 3 裏1 8 117 

図表10へ13
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図表16 九年橋遺跡出土剥片遺構別一覧

頁岩 ギョクス’ 鉄石 黒曜 流紋 チャート そのl 合計 

l号土坑 47 9 19 0 3 7 4 89 

2号土坑 0 0 0 0 0 1 0 1 

3号土坑 5 1 0 0 0 0 2 8 

5号土坑 l 0 1 0 0 0 0 2 

8号土坑 2 0 3 0 0 1 2 8 

9号土坑 14 4 3 1 1 0 0 23 

10号土坑 4 1 2 0 0 0 0 7 

合計 73 15 28 1 4 9 8 138 

図表17 1ミリふるいによる検出遺物(土器片)

へ5ミII 5へ10ミi」 10へ1再こ 15ミl)一 合計 

2唐 0 7 4 2 13 

3層 0 7 8 4 19 

4層 0 7 5 5 17 

5層 0 13 6 4 23 

6層 0 0 0 0 0 

7屈 0 10 9 6 25 

8層 0 12 10 20 42 

合計 0 56 42 41 139 

図表14へ18

一
29
一

図表18 1ミi)ふるいによる検出遺物(剥片)

へ5ミl) 5へ10ミリ 10・-15、 15ミ生- 合計 

2屑 37 3 3 2 45 

3屑 55 7 0 0 62 

4屑 52 4 2 1 

● 

5屑 89 10 3 2 104 

6屠 0 0 0 0 0 

7居 160 6 1 1 168 

8居 164 7 8 0 179 

合計 557 37 17 6 617 



図表19 九年橋遺跡出土石器一覧
ヽ\ 型∴∴式 石 材 言i ト 層 l(七大良 撮大柄 最大Ii/ 簸川 順鞘面 細考 

1 門衛国夫信群星I, ^1 59 52 20 0 1 

∵ 直之. ∵ 10 11 亘 小 

工 スクレイノ〈「 鉄石突 ^. 1 :十† =) 1 亘 

1 欽石質 ∧i 1 :う了 2() 10 1 0 

こ) l 椿’? 枇板上告 ∧・ l 6了 1了 ( l 0 

6 鋤し ギ:iクズイ 音\; l 1) 11 1 0 

臥 ギブクズイ 音\; 1 18 11 1 0 

8 卵1 rl」告 ∧2 1 十千 1了 1 0 

!) 既 了珪. ∧ 1 2、1 主! () 1 い 

10 f「秘とIii手? ∧ 1 6(う 1 亘 

11 スクレイノ〈- 所々i ^i :う8 ∴1 亘 1 

12 イ 核 il:子子ら、 ^. 58 iI6 い 1 

13 親 r十だ ^, 20 10 小 0 

主1 j臥? 買‡- A ∴) 12 小 亘 

15 捕まだ二はイ高雄 買㍗ ∧ 28 () 0 亘 

16 スクレイ/く」 いな● 2(; 中 0 亘 

17 スクレ イノ〈」 ∧:! 7三) ∴† 27 1 1 

18 スクレイノヾ- チ子音ト? ^ こう 11 21 8 1 0 

19 メ、クレイパー 項だ ^ こう 1了 二う了 1 】 

之0 スクレイノく- 子宮- ^:う 2.1 1了 6 1 い 

2l スクレイノ〈- 良で ∧: ▲10 :!8 11 1 1 

22 スクレイ/〈- 子宮▲ ∧: 28 萱8 8 1 0 

∴) スクレイノ〈- ナ ート ^ 42 :ん1 8 0 0 

之4 スクレイバー 鉄 了英 ∧i 弓子 26 11 1 亘 

之5 スクレイノ〈- 子宮i ^i 15 22 ら l 0 

26 「宜“ ∧i ∴中 2了 】1 い 0 

2了 ノッj・ r高i! ∧ iI2 32 i2 中 1 

28 チャート? ^ 2了 26 †い 中 0 

29 ピエス・エス年上 ナ十〇卜? A 20 1了 ら 小 小 

30 項でi A 言l こ対) 11 小 0 

工l ギブクズイ ^ 言言 10 亘 1 

こ-2 鉄I了英 l\ 十千 22 1 0 1 

こ)3 鉄石典 A 21 18 1 0 1 

こ待 買‡● A 之2 11 8 1 0 

35 「巧● ^ 20 1」 10 0 0 

こタ6 「l士● ^ 22 こう( 絡 0 0 

こ)了 「畠●; ^ こう6 20 11 0 1 

38 円触う大信群星I, ^、 言 語) 星( 17 0 0 

:)9 円擬状有的詔, 敬I火をii ^ 59 」17 19 0 0 

(10 il封十王 ^ 150 了2 26 0 0 

41 隻鵜的散在鱒 買守† :ヽ 55 51 ) 0 l 

42 隻紬的熊石鶴 鋲イ 典 ^ こう 46 28 ノ 0 I 

13 鏑軍的経信硲 子宮. A.1 ()1 56 0 0 

44 勾雷 洲有? ^ 二; 25 上† 6 0 0 

45 子 核 ∴ぐ=自ら∵ ∴: 82 I 占う 0 1 

・16 イ 杉を 項才 ∧ 60 イう ∴† 0 1 

4了 子 杉( ギ二)クズイ ∧、 言1 26 20 0 l 

48 子 核 項土台 ∧ 60 102 62 0 l 

・19 1 核 項で ^こう .1了 5.1 甲 0 ! 

50 イ 核 鋲 了英 <・1 .14 子1 二千 0 い 

51 イ t亥 r畠i ∧il 85 了こ) 黒) 0 l 

52 子 核 項で ^6 50 ∵当 〇、十 0 1 

53 イ 接? !姓紋をiさ 68 68 :う2 1 亘 

54 イ 核? ∴寸=i告\: ^ 68 9、( 36 0 1 

55 子 剣 海抜浩 ^ 62 28 12 1 0 

56 子 剣(刀) 櫛披王宮 A 了0 こ)了 8 1 0 

57 千 匙 鉄 了英 l\ 3 28 40 リ 0 亘 

58 子 匙 項をi ∧、 25 =) 6 中 亘 

59 子 熊 r†グ 28 1 0 い 

60 錐 項だ こう8 19 0 い 

61 子 錐 良だ 言 51 上 中 0 

62 イ 錐 項だ A こう 《iO 6 中 0 

63 I 兜? 項で ^ :̃了 35 う 1 0 

6j 1臆 怖 粘板岩 A、 イ5 25 1 0 

65 子 怖 丹原と告 A、 2了 15 1 0 

66 子 俸? 粘政雄 A2 64 こう了 8 1 0 

67 I 飢 】種子;薫 21 1.4 1 中 

68 子 糾し ギョクズイ A、 1了 19 l 0 

69 飢 ギョクズイ ∧ 18 1) 1 0 

70 既 字、)クズイ ∧、 25 ‖= 1 0 

了1 既 鉄石二英 ∧ 十† 十) 1 中 

了2 飢 )轟Iiべ ^ 15 11 1 小 

了3 持し 項々i <: 20 10 1 小 

了4 ま臥? 鉄石翼 ∧ 18 イ 1 0 

75 U向Ii∵ ギョクズイ ^ 1了 20 イ 1 0 

了6 子「動け白雪 ^ 120 72 28 1 l 

7了 f「軸信江)亭? rl才 A 3 3 8・1 6こ) 2ひ 0 l 

78 †「製にi斧? :仁山)∵∵ A 4 3 50 6.1 仁子 1 0 

79 スクレイノく」 ^ 4 1 ふ 21 0 0 

80 スクレイノく「 鋲在英 A 4 」 26 之8 う 1 0 

81 スクレイ′く- 軟くi・ヰ ノヽ 4 ∴1 ∴† ∴、 11 1 1 

82 スクレイパー 調は章 ^5 -1 28 16 8 1 1 

83 ノッチ 手十才“手 ノ\5 I 65 うう う 1 1 

84 :〇 千一 十 ^」l 4 46 3了 0 1 

85 山は章 ノ\.1 4 38 35 1 0 

86 1当千; A 5 4 86 66 53 中 1 

87 鎮午的綬石綿 A ∴† 1110 l:) 38 い 1 

88 I亥 r↓グ <. くく了 38 26 亘 1 

89 †亥 キヨクズイ A 31 :う4 31 0 1 

90 †亥 ギ二)クズイ ^ :う了 22 0 1 

リ1 lヽ Il々i ^ 58 い〇千 21 0 中 

92 イ Ⅲ1 ^ 4 100 86 二月 0 1 

93 鋤1 種、Ii心 < 5 ふ† 10 ( 1 い 

94 朔枇さ ギゴクズイ ^il 乞0 21 1 0 

95 顧淋 欽イ 子突 A 4 /11 乞7 15 0 l 

96 !硝淋 欽石英 ^ 5 」 ・10 22 11 0 0 

97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 

スクレイノヾ- スクレイノく- スクレイノヾ- スクレイノヾ」 スクレイ/ヾ十? ノッチ ノッチ ピエス・エスキエ ビエス・エスキエ ビエス・エスキエ ビエス・エスキエ ビエス・エスキエ 円く摸状了i敬詔. 円く撤挟Ii雌雄で, 告i丁(I 【凹石 和!閑散若く淋 

’フ 二項を二 項だ 1です 了丁‡- 鋲丁 I「〉i チ「 丁子友 邦師 欽ェ 頂だ rl圭 

i災 ・」ト 沈i 丁糞 

^5 A5 A5 A5 Aう ^う ^う ∧4 ^4 A5 ^5 ^5 ∧5 ∧5 <5 A5 ^,1 

イイ 65 一事( 32 26 62 91 .11 25 年1 25 言言 う2 :甲 7う 66 73 29 61 31 39 55 ・I2 68 18 22 ∴子 20 24 .16 36 58 -I4 言、i 

11 16 1) l 8 27 23 8 6 12 10 11 1了 主! 35 19 1∴ 0 0 中 1 1 0 い 0 0 0 0 0 1 0 1 い 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 小 0 亘 0 1 1 1 68と同一一 

ヽ子 型∴∴式 材 言 ∴ 層 最大長 最ノ、聞 最大母 (削り 原能面 鮒考 

1主) イ 後 買‡- ^・ (う2 !5 26 0 1 

115 イ f亥 了lと“ ^・ :!8 2了 1( ) 1 

1千五 イ ‡亥 英二 ^ 11 二年 2・1 0 1 

11了 l 接 ‡ ^ 25 †∵ 12 1 1 

118 イ 接 子、 ∧ 了2 :):) 50 0 1 

11) I 五 買-. :ヽ 80 了() 幸I 0 1 

20 イ 上 ノヽ 88 6:う 1 1 

21 イ 昔 ^ 6() 了1 .(登 l I 

22 イ il ∵ ^ 1,=) 80 85 1 0 

2:う イ 錐? i工で A 82 了0 20 0 1 

∴l イ 龍 買え● ^ 60 イ0 21 い 1 

之5 イ 碓 )臨 浩 ^ 9・( 22 19 1 中 

26 イ 構 オ●! A こ!2 18 8 1 0 

2了 イ 録し 悠. A 21 1い 1 い 

28 イ !し ‡“ ^ 22 千八 1 い 

29 子 親またはイi錐 買 ^ 二† 15 1 0 

こ双〉 !煩鵠 飲 了英 A 5 こう8 2il 0 0 

:Il 鷹 (丸‖i青- l火:告 A :) 33 21 1 0 

3之 イ子 ^5 5 ・12 61 言 1 中 

33 右 雅I火」告 ^ :) 60 =I い 1 

:ん1 石 ? A 6 83 了0 ヾ 1 1 

35 イ 剣 与板」星 ^ 93 こ〕0 1() 1 い 

子中 千十納言∵ を ∧ 25 () 子 中 中 

こi7 ふな● ^ 18 18 i 1 小 

こ)8 スクレイパー 買方’ ^ 3了 52 6 中 中 

:1申 ノヽン‾、′葛 ^ 了3 :)l 2 1 1 

=) 良だ ^ / こう7 26 言 い 1 

11 ナ -ト ∧ 7 中 2() 亘 0 0 

.12 欽 手突 ^ I 71 5() 2 1 1 

i∴ 】離状有頭吊l) A I .16 一同 I 0 亘 

.主1 石 /\ 7 了了 京I :) 1 0 

.15 i当Ii .\ I 8.1 l†小 ) 1 い 

i16 舶緑石器i I 〔」告 A l ・12 32 l 1 1 

1(17 舶橡石器 r 1言子 A 7 46 26 1中 1 1 

148 子 †亥 飲 了英 ^ l 之6 16 :) 0 1 

1(19 1 榛 飲 ÷石英 A 7 .15 37 0 1 

150 子 †亥 1 ‾十・一ト ^ 7 60 65 0 1 

151 子 f亥 項だ ^ 7 86 中† 6 0 1 

1う2 剣 ^ 7 125 :!2 1 0 

)53 イ 剣 I ‾躯」告? ∧ 7 59 2了 1 0 

15il イ 剣(ノ」) ^ l 141 3了 1 い 

155 子 館? 買う告 ^ l 2了 2() 8 1 0 

)56 了ノ」 薄 三宮 ^ 7 177 34 10 1 0 

157 イ 椿 粕板二宮 A 7 71 25 2() l 0 

158 1 櫛? ^ 7 了8 31 ○ 1 0 出川i工 

159 凋し J 珪i ^3 7 26 16 :) 小 1 

160 イ 鯖し 「l ^4 7 27 10 4 l 0 

161 打輿石I亨 狼I天王星 ^ 4 7 6() う6 之 l 1 

162 f「堪りi斧 了lオi ^ 4 7 8.1 50 2 1 1 

6二) f子簸!有井 ^ 5 7 了4 う0 29 1 1 

小言1 離有 ∧5 l 了6 55 46 0 1 

(う5 錐有 ^5 7 62 62 :!7 1 0 

66 ∵∴∵:l 丁 高宮 A3 8 46 21 =I い 0 

(う了 /ヽン一、′○○ ^乞 8 117 61 l 1 

68 †(時(i ∧2 8 2.1 20 () 0 

69 飲 子突 ∧ 8 章1 1了 7 0 0 

170 飲 了英 A 8 29 :!1 12 り 1 

171 」は“ A 8 ∴1 †中 4 0 1 

172 〔才 A 8 20 25 9 0 0 

1∴) 子 A 8 14 15 4 0 0 

17・( 巧i A 8 34 19 9 0 0 

1了う 重J紙状有恥はl, A 8 47 43 7 1 1 

1了6 (甲信 A 8 130 56 3 0 1 

1了了 師k グ亨】i A 8 13 こ) ヽ- 1 0 

178 上告版.タ (疑I火若 A 8 ・1こ! 64 0 1 い 

17() 的厳存鵠 流紋岩 ^ 8 39 29 .1 0 0 

180 イ 避’! チャート A 8 2了 19 8 1 0 

181 イ 同 A 8 285 19() 63 1 1 

182 イ 錐 鉄 了英 A 8 之7 13 8 0 0 

18:う 錐 rl ^ ) 8 之4 上) 1 0 

184 イ 鰐 ∵申l∵ ^ 8 45 ▲11 Il 0 0 

185 イ 】臥 与板浩 ^ 2 8 アイ 乞1 15 1 0 

186 イ 親 を ^1 8 2了 1こう 5 1 白 

18了 イ 臥 な ^ 2 8 2イ 11 7 0 0 

188 臥 「点差 ^ 2 8 23 1・i 不 0 0 

189 臥 ギブクズイ Aこ主 8 之9 1う l 1 い 

190 j臥 況綴:土星 ^ 8 35 66 22 1 い 

191 臥? 鉄ノ白英 A 8 20 上千 6 1 0 

192 顧籾 鉄石典 A 8 42 33 14 0 0 

193 :し理i持 沸き赦二宮 A 8 之4 16 10 1 () 

194 スクレイ/く- A 9 30 60 10 1 0 

95 メ、クレイ′く- 宮 ∧ 9 69 49 19 0 0 

96 スクレイパー 子† ∧3 9 48 35 9 0 0 

9了 スクレイノく」 紋」告 A 9 49 33 9 0 1 

198 A 9 1`IO 13了 34 0 l 

I9!) !珊母子 A 9 2l 14 8 () 0 

200 子 A 9 28 21 10 0 0 

之01 当精油実在鵠 子 A 9 66 64 31 0 1 

202 凹石 A 9 88 57 37 1 1 

2ひこう (lI】石 A 9 9・1 84 43 0 1 

204 i甲信「 榊i強ま吉 ^ 9 117 83 66 0 1 

205 iIIけ了 A 9 11ふく 73 0 1 

206 i甲信 ^ 9 8う 67 5 0 1 

207 鋤的絞在郷 白言、 ^ こう 9 60 40 13 0 1 

2()8 鶏;的経信を㈱ 買オー ∧ 4 9 61 -14 17 0 1 

209 才女 ∠告 A 3 9 61 56 19 0 0 

210 211 乞12 二十† 21イ 215 216 217 218 219 220 22萱 22:乙 」∴† 2之4 225 

t亥 

ート 攻三 井 三吉 ‡膏 〉∵ ズイ 契三 雄 
^3 A3 A4 A4 A4 Al A4 ^」 A3 A4 A.1 ^3 ^3 .\:子 A.1 A3 

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 52 68 47 S5 59 35 54 51 104 30 29 31 2イ 30 3了 84 4了 6う ら9 38 36 56 50 51 63 16 18 イ0 10 工l 18 51 20 34 44 28 29 27 25 18 24 3 4 11 5 3 12 20 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 

1 1 1 l 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 l 1 

†亥 I亥 ‡亥 †亥 †亥 l亥 f亥? 赦 剣? .粗品 鐙〔? 鱗1 鮎1 顧騰 (陣I子羊 子 
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4 担い手育成基盤整備事業宮野目地区関連調査

庫理遺跡(ME16-1387)

所在地:花巻市宮野日田力地内

事業者:花巻土地改良事務所

調査期日:平成8年11月13、 21日、

12月24へ26日(5日間)

遺跡は北上川右岸沖積地中の自然堤防状に立地してお

り、標高は75.5へ77,5m、周囲との比高は2へ3m程で

ある。遺跡の南隣には蛇行した北上川が西に向かって流

れている。

調査では初め、事業予定地内に試掘トレンチを設定し

埋蔵文化財の有無等について確認している。その結果、

当初遺跡のとされていた範囲の東側に遺構・遺物が分布
第23図 庫理遺跡位置図

することが明らかになった。遺跡を東西に横切る道路の北側は遺構の密度が低いと考えられたため文化課に

ょって調査が行われた。しかし、実際に調査を行った結果、竪穴住居跡が最低2棟が認められたため、南側

のl棟については文化課が調査を行い、残った北側の1棟は道路の南側と一緒に岩手県埋文センターが本調

査を行うことで調整されている。

今回の調査では、竪穴住居跡1棟のほかに陥し穴状遺構1基と土坑1基が検出されている。竪穴住居跡は、

1辺7m程の大きさで西側の1/3は試掘トレンチによって削られ、範囲が不明になっている。ほぼ床面まで

水田造成によると思われる削平が及んでいる。カマドは南東隅にあり、煙道は南側にあったと考えられる。

柱穴は4箇所検出された。カマド脇の土抗は人為的に埋められており、カマドに由来すると思われる焼土塊

が多く認められた。この住居跡からは内黒、無調整の酸化炎焼成、須恵器の杯のほか非ロクロの杯も1点出

土している。土師器のカメは小形の個体の破片が若干出土している。また、この住居跡の床面を掘り下げる

と北東の隅が深くなっておりそこから長頸瓶3点が出土した。大きさがいずれも異なり、高さ42cm、 32cm、

22cmとなっている。最も小さい個体の肩部には「人」の文字が刻まれている。この住居跡の時期は出土した

遺物から9世紀後半頃と考えられる。

三二三二二
第24図 庫理遺跡調査区位置図
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陥し穴状遺構は竪穴住居跡の東側で検出された。ほぼ東西方向に軸線があり長さ3・4m、深さ68cmである。

時期ははっきりしないが形状などから縄文時代と推定される。土坑は住居跡の西側に位置する。時期等はは

っきりしない。 (残りについて平成8年度本調査予定)

- 

圏画
一‾下-くミ≒エアー‾“

1号住居跡カマド
1 明赤榔色士、廃土、非常に賢い
2 腫赤籾色土
3 照榔色土、粘土輝、カマドのそで
l 暗箱色士、粘土質、焼土塊、侯多い、
為雄櫛、下当部で)相星二

二

二

粘
り
や
や
あ
り
、
し
ま
り
な

二

粘
り
あ
り
、
し
ま
り
や
や
あ

他山の崩落

1

1m l号住居跡触り方1 黒榔色士、粘性弱い

第25図 庫理遺跡検出遺構
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附し穴状遡櫛

<
俗
用
出
川
出
川
仙
川
川
旧
聞
V
‥

し
n
ノ

1、極的籾色土 粘り・しまりとも樵か
2、振袖色士 粘り・しまりややあり
3、暗籾色士 粘り・しまりなし



第26国 庫理遺跡出土遺物
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馬立I遺跡(ME16-1354)

所在地:花巻市宮野日馬立地内

事業者:花巻土地改良事業所

調査期日:平成7年12月12日̃平成8年3月19日(3日間)

遺跡は花巻空港の東側に位置し、大きく東側に蛇行する北上川に囲まれた沖積地中の微高地に立地してい

る。遺跡の標高は78m前後で周囲との比高は1 m程度である。今回の調査区は遺跡の西と北の縁辺で現況は

水田となっている。

調査の結果、北の緑で水路の予定地に平安時代の竪穴住居跡1棟が検出された。これについて文化課で調

査を行っている。現況では道路を境に段差が認められるが元々は北に緩く傾斜しながら微高地が延びていた

ものと推定される。

この竪穴住居跡は東半分が残存しているが水田造成により、床面近くまで削平されている。カマドは東壁

にあり煙道は東に延びていたと考えられる。カマドの焼土と思われるのはごく小さな範囲でしか確認されて

いない。出土遺物は少なく実測できたのは土師器の饗の底部1点のみである。

十・臆〇・- 一・・・・」

⊂フ‾

第27図 馬立I遺跡調査区・遺構・遺物
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5 県営は場整備車楽人首川東部地区関連調査

岩谷堂橋本I遺跡(NEO7-1393)

所在地:江刺市岩谷堂橋本地内

事業者:江刺農林事務所

調査期日:平成8年3月

遺跡は人首川東岸に広がる沖積地中の微高地上に立地

しており、標高は37.4へ38m、周囲との比高は1・3m程で

ある。今回の調査は以前に行われた試掘調査の結果、水

路部分に検出された平安時代の竪穴住居跡の記録保存を

目的としたものである。

調査の結果、 3棟の竪穴住居跡が検出されている。こ

のうち1号住居跡と3号住居跡はほぼ同じ場所に作られ、

3号住居跡が古い。 2号住居跡については大部分が調査 第27図 岩谷堂橋本I遺跡

区がいに含まれるため、カマド・柱穴等は検出されていない。 1号住居跡は3号住居跡があった位置にその

床面を更に掘り込む形で作られたと考えられ、 3号住居跡の床面は検出されず1号住居跡の貼り床の下にカ

マドの痕跡と思われる焼土と煙道の痕跡と思われるくぼみが検出された。従って、 3号住居跡の遺物はほと

んどない。 l号住居跡は東壁火にカマドを持ち煙道は緩やかに東に延びていく。床面には焼土が4箇所検出

されているが焼成は弱い。遺物は内黒、無調整の酸化炎焼成の杯などが出土し、 9世紀頃と考えられる。

2号住居跡は位置部しか調査されていなげ南側から土師器の饗や須恵器の饗・片口などが出土している。

饗の内2点には表面に砂が付着している。これも1号住居跡とほぼ同時期と考えられる。

第28図 岩谷堂橋本I遺跡調査区位置図
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第29図 岩谷堂橋本I遺跡検出遺構・出土遺物
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6 担い手育成基盤整備事業真城地区関連調査

砂川遺跡(NE36-1359)

所在地:水沢市真城地内

事業者:水沢地方振興局胆江土地改良事業所

調査期日:平成8年4月11日へ23日(5日間)

今回の調査は、ほ場整備事業によって遺跡内に掘削が

及ぶことから、当初においては埋蔵文化財の存在状況の

確認を目的として実施している。しかし、農業用水路が

設計されている部分では、工法の変更等による現状保存

が極めて困難であることから、やむをえず緊急調査の実

施に至っている。

遺跡は胆沢扇状地の東端部近く、北上川、胆沢川を始

めとする大小の河川によって形成された自然堤防状の微 第31図 砂川遺跡の位置

高地に立地している。この付近では、扇状地南端部に近いほど微高地の形成が弱いものの、ほとんどの微高

地には平安時代前半期の集落跡が営まれている。また、この地区よりさらに東側の姉体地区では、同様の微

高地に縄文時代晩期後半から弥生時代中期にかけての遺跡が形成されていることもあり、若干の集落選地の

違いが観察される。

砂川遺跡の立地している地形も、周辺の他の遺跡と同様微高地上に立地している。標高約35m。遺跡の北

側部分が現況で最も高い部分にあたり、周囲の水田との比高は1m弱である。本来はなだらかな斜面として

低地部に延びていたと考えられるが、現在は水田造成の際の削平によって遺跡範囲が不明瞭になっている。

調査地点が大きく2か所に分かれたため、遺跡内の西側についてA地点、南東側についてB地点と便宜的に

命名した。

第32図 砂川遺跡(A地点)調査区位置図
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第33図 砂川遺跡(A地点)住居跡等平面図及び断面図

A地点は、東側にかけて広がる果樹園一帯に遺構が集中すると考えられるが、調査はその西側の休耕田を

利用した畑地を対象とした。現在の耕作土は20cm程度で、その直下で古代の遺構が確認される。すでに、遺

構の一部は水田造成によって削平され、竪穴住居跡などの相対的に浅い掘り込みを持つ遺構は、底面の床面

部分やカマドに付随する焼土のみが検出された。また、東西方向ほぼ工m間隔で、幅30cm前後の果樹植樹の

際の溝が掘られ、遺跡が寸断されていた。地山は灰黄褐色の粘土質の土壌で、乾燥時には硬化する。

検出された遺構はすべて平安時代前半期に属すると考えられる。不明瞭なものを含め、竪穴住居跡6棟、

土坑4基、柱穴跡6基、溝跡1条である。

竪穴状居跡は明確に平面形をとらえられず、わずかに残っていた地山から掘り込まれた壁の立上がりと、

焼土及び炭化物、土師器・須恵器等の分布状況から確認している。比較的明瞭であったものは1、 2号住居

跡で、 1号住居跡ではカマドを構成する焼土が確認されたほか、須恵器杯が出土している。その他の住居跡

ではわずかに壁の立上がり状の掘り込みが観察されている。

土抗は円形または楕円形を呈し、断面形は浅皿状となる。 2号及び5号土境では須恵器や内患処理を行っ

た土師器が出土している。

また、柱穴跡はいずれも掘り込みが明瞭で柱アタリも確認できることから、掘立柱建物跡を構成する柱穴
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第34図 砂川遺跡(A地点)平面図及び遺構内田土遺物

-
40
-



13



跡の一部である可能性が高い。遺跡の遺存状態が極めて悪く、柱列の並びについては十分に確認できなかっ

た。 4号柱穴跡では土師器片等を出土している。

出土遺物は整理箱でl箱である。一部の遺構から出土した須恵器杯を除いて小片が多い。杯底部の切り離

しが回転糸切りによって行われていることから、 9世紀代後半を中心とする時期の集落跡と考えられる。

B地点は現在水田化されていて旧地形の復元は困難であるが、調査区西側から北側にかけて青灰色のグラ

イ化した粘土層となって、黄褐色粘土の地山は観察されないことから、南向きの傾斜面であって、しかも小

さく舌状に張り出していたものと推定される。

検出された遺構は、掘立柱建物跡1棟、土抗、満跡である。これらのうち、 2号溝跡は浅い掘り込みで、

南端部分の立上がりが不明瞭であった。全体に上部が若干削平されているものと考えられる。

掘立柱建物跡は、検出部分で桁行L8m3問、梁行2.1m2間で東側に庇が付属する。南側未調査域に

さらに延びると予想される。 8号柱穴に代表されるように、柱痕跡の太さに比して堀方は小さめである。深

さは20へ30センチほどである。 8号から内黒土師器片、 9号から須恵器片が出土している。

土坑は4基検出されている。このうち、水路掘削部分にあたる2号土抗については完掘し、 1 ・ 3 ・ 4号

はプランの検出に止めた。不整形な土坑であるが壁面及び立上がりは明瞭で、地山と埋土の識別も容易であ

った。出土遺物は少ないが、底部付近の外面に再調整痕を残している。

溝跡は3条検出されている。 1号溝跡は両端がとぎれる形態で、 2か所が不整形に張出しているが、埋土

の観察からは複数の遺構の重複関係であるかどうかの判断が困難であった。浅いU字状の断面を呈している。

南側の埋土中には焼土粒や灰、炭化物を多く含み、さらに37図1の頸部のしぼりこみの痕跡をよく残してい

るきめ細かい胎土の長頸壷が出土するなど、特異な様相が観察された。全体に遺物量は多く、完形に近い内

黒土師器埠や須恵器杯、砥石、ウルシ状の被膜なども出土している。

2号溝跡は遺構が確認されたレベルでわずかにその痕跡を止めていたものの、その掘り込み等の形状につ

いて具体的に確認するまでには至らなかった。 3号溝跡は掘立柱建物跡の庇部分に重複して検出されている。

1号同様一部不整形である。建物跡との新旧関係については明らかではない。

B地点でもA地点と同様に粘土質の地山上で遺構が確認されている。しかも、その壁土はかなり粘性に富

んでいる。また、ある時期以降水田として利用されてきていたことから、地下部分では満水状態が続くこと

もあったと考えられる。こうしたことから、このB地点ではA地点以上に遺物表面が磨滅したような状態で

検出され、土師器はもちろん比較的焼成の良好な須恵器においても、器表面の観察に困難をきたすほどであ

った。

以上より、砂川遺跡が9世紀後半を中心とする集落跡であるということが推定される。ただしA ・ B両地

点の間では若干様相がことなっている。 A地点が掘立柱建物跡に加え、竪穴住居跡を中lいこ構成される集落

の様相を呈することに対して、 B地点では1棟ではあるが庇付きの掘立柱建物跡が検出されている。また、

両地点とも出土遺物は少なくないが、 A地点では須恵器(特に杯)を主体的に出土することに対して、 B地

点では内面黒色処理のされる土師器が主体である。若干の時間差が考慮されると同時に、遺跡内の性格の差

をも視野に含める必要があるように思われる。
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第36図 砂川遺跡(B地点)平面図及び遺構配置図
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II 試掘調査





1 三陸縦貫自動車道山田道路関連調査

沢田I遺跡(しG94-0032)

房ノ沢賞V遺跡(しG94-0050)

所在地:山田町第14地割沢田地内

事業者:東北地方建設局三陸国道工事事務所

調査期日:平成8年5月23日̃24日(2日間)

10月1日へ2日(2日間)

沢田I遺跡は山田湾に画した小扇状地に立地する。本

遺跡は、平成6年度より調査が継続されている。今年度

においては、まず、従来から継続調査を実施してきた道

路本体部分にかかる部分とは別に、北側を迂回する工事

用道路予定地部分について、内容の確認を実施した。

工事用道路予定地部分は、宅地または水田等として利
第38図 沢田I ・房の沢IⅤ遺跡位置図

用されており、小規模な平坦地が連続している。その平坦な整地部分を北側から南側にかけて、 T l̃5の

トレンチを設定した。その結果、いずれのトレンチでも斜面下部にかけて盛土が厚くなされ、遺物を包含す

る黒色土が保存されている。残存部分より、それぞれのトレンチで1棟づつ平安時代の竪穴住居跡が検出さ

れた。さらに黒色土中では縄文時代前・中期の土器が出土することから、縄文時代の遺構の存在も予想され

る。このことから、工事用部分についてはそのほとんどを盛土工法をとって暫定的に利用することとし、利

用後は盛土を撤去して現状に復することで事業者と協議し、遺跡の保存を図ることとした。ただし、南西側

の斜面に最も近い約50証については、平成8年度中に調査を実施し、記録保存することとした。

南側の斜面部分の試掘調査は10月1-2日の二日間行っている。斜面に直行するものと尾根に沿ったもの

と2箇所のトレンチを設定し、埋蔵文化財の有無等の確認を行った。尾根付近では表土の直下が黄褐色土で

遺構・遺物とも確認されなかった。ただ、隣接する房の沢萱V遺跡では屋根上で古墳が検出されており、それ

が広がってくる可能性がある。斜面部分では表土の下に30cm前後の黒褐色土が認められ、ここから鉄津・須

恵器・磨製石斧などが出土しトレンチの中央やや上より出は炭が多く分布している。古代の製鉄関連の遺構

が存在する可能性がある。 (平成9年度本調査予定)

房の沢Il音「

第39図 沢田I ・房の沢IⅤ遺跡調査区位置図
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房の沢IV遺跡は沢田I遺跡に隣接し、山田北小学校の裏側に延びる尾根とその南側の埋没した沢地形が本

遺跡の範囲と考えられる。遺跡の標高は4へ60mである。当初は南側の沢部分だけが遺跡範囲と考えられて

いたが、下の調査で製鉄や古墳に伴うと考えられる遺物が出土したことや、木材の切り出し道路で須恵器等

の遺物が採集されたことから遺跡の範囲が尾根まで広がることが確認された。

試掘調査では、尾根と斜面の内比較的平坦な部分を選んで試掘トレンチを設定し、埋蔵文化財の有無等を

確認した。

比較的平坦で山田湾に向かって南東に延びているこの屋根上の平坦部では炭・焼土などが確認されている。

また、若干くぼんでいるところが何カ所か認められ、ほかに、尾根の先端付近にはマウンド状の構築物が表

面から観察されており、何らかの遺構である可能性が認められた。

本遺跡については、平成8年度中に本調査が行われることになり、岩手県埋文センターにより房の沢量V遺

跡第二次調査として平成8年9月2日̃11月7日まで発掘調査が行われた。発掘調査の結果、 7世紀後半̃8

世紀の古墳25基・木炭窯などが検出され、古墳に伴って刀剣類・馬具などが出土した。

(平成9年度発掘調査継続予定)

第40図 沢田I遺跡出土遺物
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2 三陸縦貫自動車道大船渡道路建設事業関連調査

費中III遺跡(NF29-1103)

所在地二大船渡市立根町字萱中地内

事業者:建設省東北地方建設局三陸国道工事事務所

調査期日:平成8年9月2日̃3日

萱中IⅡ遺跡は東側に盛川をのぞむ緩やかな南東斜面に

立地し、南側は沢、北側は東西に東西に延びる尾根が遺

跡の広がりを区切ると考えられる。南側の沢の向こう側

は野尻重遺跡である。今回の調査区の標高は103̃120m

である。試掘調査に入る前に、旧地権者により畑の耕作

土が持ち去られており、調査区の南側で、縄文時代晩期

の竪穴住居跡に伴うと考えられる右図炉が露出した状態

になっていた。 第41図 華中IⅡ遺跡の位置

今回の試掘調査では、沢に沿った部分とほぼ南北に延びる事業予定地内に9箇所の試掘トレンチを設定し

ている。調査区は一部を除き山林で厚さ50cm程の黒褐色土で覆われ、その下は大きな礫を含む黄褐色土であ

る。調査の結果、西側の右図炉付近では縄文土器片などの遺物が確認された。またT 5のほぼ中央で土器

片が出土したほか、 T 6に隣接する畑でも縄文土器が採集される。 (平成9年度本調査予定)
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第42図 董卓IⅡ遺跡調査区位置図
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3 胆沢ダム建設事業関連調査

・尿前II遺跡(NE2l-2236)

所在地:胆沢郡胆沢町若柳字尿前

事業者:建設省東北地方建設局胆沢ダム工事事務所

調査期日:平成8年9月25̃27日

・馬留遺跡(NE23-2007)

胆沢郡胆沢町若柳字馬留

平成8年10月14̃16日

第43図 尿前II遺跡・馬留遺跡位置図

尿前II遺跡は石淵ダムの東側の南向きの扇状地上に位置しており、標高は315̃355mである。扇状地は遺

跡のやや西寄りを南北に横断する沢によって2つに分かれ、それぞれが小さな扇状地になっている。地形図

で見るとかなり傾斜が急に見えるが実際に現地で見ると緩やかといって良い南向きの斜面である。

試掘調査ではトレンチを11箇所設定して埋蔵文化財の有無等を確認した。調査の結果、 2つに分かれたそ

れぞれの扇状地の中央やや上よりの比較的平坦になっている位置で縄文時代中期の土器が出土している。扇

頂あるいは扇端部では遺構・遺物とも確認されていない。遺物が出土している周辺については、遺構等が存

在すると考えられるため、発掘調査が必要である。 (平成9年度本調査予定)

馬留遺跡は胆沢扇状地の扇頂部

に位置し、胆沢川によって形成さ

れた段丘面及びそれに流入する沢

の小規模な扇状地からなる。遺跡

の標高は260̃267mである。

試掘調査では、 11箇所のトレン

チを設定して埋蔵文化財の有無等

を確認した。調査の結果、溝跡・

焼土などが検出されているが、埋

土からごく最近のものと考えられ

る。撹乱層や中央道路よりのトレ

〇㌧音、100mンチなどで縄文時代晩期の土器片

が表面採集されたが、遺構あるい

50
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第44図 尿前II遺跡調査区位置図
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4 北上川上流改修事業川崎地区築堤工事関連調査

河崎の柵擬定地(OEO9-1173)

所在地:東磐井郡川崎村門崎地内

事業者:建設省東北地方建設局岩手工事事務所

調査期日:平成8年11月25へ27日(3日間)

遺跡は川崎村門崎地内の砂鉄川と北上川の合流点付近

に位置し、面河月iに挟まれた自然堤防上に立地している。

遺跡の標高は、 15へ16mである。

試掘調査では、今回の調査範囲に26箇所の試掘トレン

チを設定し埋蔵文化財の有無などを確認している。今回

の調査区域はほとんどが低湿地であり、表土を取り去る

と多くが河川によって堆積した粘土あるいは砂で、河崎

の柵に関連すると考えられる遺構あるいは遺物は検出さ
第46図 河崎の相撲定地位置図

れなかった。また、その他の遺構・遺物についてはTllで小さな土師器片(内薫)が1点出土しているが、

今回の調査範囲ではない北側の一段高い畑からの流れ込みと考えられる。

河崎の柵の擬定地とされているが今回の試掘調査の結果では、それを支持する事実は確認することはでき

なかった。しかし、調査対象とはならなかった西側部分はやや高い微高地になっており、また、土師器片が

出土していることから古代の遺構・遺物が分布する可能性が高い。事業自体はさらに広い範囲を対象として

いることから今後、試掘調査あるいは本調査を行っていくことで河崎の柵に開通するものが確認できる可能

性もある。

第47図 河崎の棚擬定地調査区位置図

書
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5 山王海(二期)農業水利事業山王海ダム第4号

付替道路工事関連調査

山王海蝕跡(しE64-2023)

所在地:紫波郡紫波町土館字的場地内

事業者二束北農政局山王海鹿妻農業水利事業所

調査期日:平成8年6月28日

遺跡は滝名川上流の諸倉山の北麓にあり、北側に舌状

に延びる台地上に立地する。北は絶壁になっており、滝

名川に接する。遺跡の標高は330m前後である。台地状は

ほぼ平坦で人為的に若干造成してはいると思われるが、

もともとかなり平坦な地形だったと考えられる。この平

坦地の南側は比較的急な斜面となっている。館跡は平坦

地を東西に横切ってかなり大きな空堀が設けられている。

空堀の南側には段が一段認められる。道路は当初の計画ではこの堀をとおって作られる予定だったが南側の

斜面に沿った位置に移動されることになった。

調査では、試掘トレンチを4箇所設定し遺構等の確認を行った。調査の結果、 T 2で溝跡が2条検出され、

T3、 4でも溝跡が検出された。 T3、 4で検出された溝跡がはっきりした時期は不明だが、南東側の尾根

の裏の沢から延びているもので沢には大きな穴が掘り込まれている。また、平坦地の東西両端には2段程度

の平場が表面から観察され、人工的に造成された可能性がある。 (平成9年度本調査予定)
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第49図 山王海綿跡調査区位置図
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6 盛岡南部農業水利事業西部揚水機及び西部用水路

工事関連調査

オミ坂遺跡(しE25葛0233)

所在地:盛岡市上鹿妻字蟹沢地内

事業者:東北農政局山王海鹿妻農業水利事業所

調査期日二平成8年6月26日

本遺跡は、飯岡山のふもとに位置し、東側に向いた綬

斜面上に立地している。調査区は揚水機場とそこから延

びる用水路とに分かれる。揚水機場の標高は140へ144m、

用水路部分が160̃175mである。

揚水機場部分の調査では3箇所の試掘トレンチを設定

している。調査の結果、 T lから弥生時代の土器片が出

土し、 T3からは土坑が1基検出されている。その、西 第50図 オミ坂遺跡位置図‾’

側の立木がまだ伐採されていない場所には方形に近い形状のマウンドが認められたが時代や性格は不明であ

る。東側は低くなり厚い黒褐色土も認められるが全体としては遺構・遺物の密度は高くない。

用水路部分は11箇所の試掘トレンチを設定している。こちらでは試掘で遺構は確認できなかったが、 T 6

などの表面からは縄文土器、石器、剥片等の遺物が採集される。大きな撹乱も受けていないことから本調査

は必要と判断された。 (平成9年度本調査予定)

第51図 オミ坂遺跡調査区位置図
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7 東北新幹線建設工事関連調査

野沢I遺跡(KE76葛1377)

野沢IⅤ遺跡(KE76-1399)

所在地:岩手郡滝沢村滝沢字野沢地内

事業者:日本鉄道建設公団盛岡支社

調査期日:平成8年10月17へ18日、 25日(3日間)

野沢I、 IV遺跡は北上川西岸にあり、東に向かって流

れる沢の北側に野沢I 、南側に野沢萱Vがそれぞれが位置

している。今回の調査は東北新幹線盛岡以北の工事用ト

ンネルに伴うものである。

野沢I遺跡は標高205へ208mで南側の沢に向かって緩

く傾斜している。調査対象区域は水田になっており、昭

和40年代に重機が入ってかなりの規模で造成されたよう 第52図 野沢I ・野沢IⅤ遺跡位置図

である。二枚の水田が調査対象となった。上の水田は斜面の下方であっても、大きく掘削されており、埋蔵

文化財は確認されなかった。下の水田からは撹乱された土層ではごく少量の縄文土器片が確認できたが未撹

乱部分では遺構・遺物とも検出できなかった。

野沢IⅤ遺跡は、標高200m前後で北側の沢に向かう緩い傾斜地に立地している。こちらは野沢I遺跡とは異

なり、現況が畑地などであるため大きな撹乱は受けておらず保存状況は比較的よい。調査の結果、ほぼ沢に

沿った調査区の西側を中心に縄文時代晩期の土器が表土あるいはその直下から出土した。今回は遺構は確認

していないが、調査区内には存在すると考えられる。 (平成9年度本調査予定)

第53図 野沢I ・野沢IⅤ遺跡調査区位置図
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8 東北新幹線建設事業関連調査

声名沢I遺跡(KE47-1348)

声名沢III遺跡(KE47-1378)

所在地:玉山村馬場字声名沢地内

事業者:日本鉄道公団盛岡支社

調査期日:平成8年12月9日へ10日(2日間)

この地内では、上記のほか声名沢II遺跡のごく一部が

事業予定地となっている。

声名沢I遺跡は姫神山より流れ出る小河川の右岸の南

向き緩斜面に立地している。遺跡の一部はすでに宅地化

されて破壊されていると考えられるほか、北側牧草地で

も若干の土壌の移動は行われている。調査区内にT l ̃4

の試掘トレンチを設定した。 Tlでは表土と直下の黒褐
第54図 声名沢I . III遺跡の位置

色土の識別が困難な部分もあったが、黄褐色の浮石混じりの層まで1 m以上の深さがあった。この黒褐色土

の中央部分に生出スコリア層と考えられる褐色の火山灰層が認められた。

T 2̃4でも同様に黒褐色土が厚いことが確認されたが、 T 2及び3では灰白色火山灰が部分的に集中し

て堆積し、しかも炭化材や焼土、土師器が出土したことから、古代の竪穴住居跡である可能性が高いと判断
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第55図 五山村声名沢I遺跡調査区位置図及び出土遺物
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された。また、ほぼ同じレベルで縄文時代前期の土器片が出土し、しかもある程度まとまって出土すること

から、縄文時代の遺構の所在も予想される。 (平成9年度本調査予定)

声名沢IⅡ遺跡は、 I遺跡と小河月lを挟んだ南側の対岸に立地している。周辺は小規模な水田として利用さ

れており、旧地形の改変は著しい。この付近は、本線工事が予定されている部分と、仮設の工事用施設が予

定されている部分とに大きく分けられる。

本線工事予定地部分には、 T l̃9を設定した。これらの範囲のほとんどでは南側からの旧沢筋の埋没と

考えられる砂層及び暗褐色ないし青灰色粘土層が観察され、遺物等は出土していない。また、 T lでは二次

堆積と考えられる焼土と炭化物粒が検出されているが、遺構の所在は確認できなかった。仮設施設予定地部

分では、 TlO、 11とも縄文時代中期の土器片及び現地性の焼土とそれに付随する竪穴住居跡状の遺構が2基

検出された。いずれも表土直下で、開田工事の際に若干の削平が行われていると考えられる。この仮設施設

部分については、工事予定期間のみの暫定的構築物であることから、盛土によって仮保存し、工事終了後は

原状に復して保存することとした。

0 5m 圃場

第56図 玉山村声名沢I遺跡調査区位置図及び出土遺物
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9 一般国道456号大平地区道路改良事業関連調査

荒神社前遺跡(NE29-1079)

所在地:江刺市田原大平地内

事業者:岩手県水沢土木事務所

調査期日:平成8年Il月6日

遺跡は北上山系を北側方向及び北東方向より開析する

小規模な沢に画した南東向き緩斜面の先端部分に立地し

ている。遺跡付近の標高は約150m。遺跡名称として使用

した荒神社が、西側の屋根上の振り出しの先端部に所在

している。

調査は、今回道路改良工事が予定されている部分のう

ち、立ち入り試掘が可能な畑地について実施した。 Tl

では表土下に崖錐性の粘板岩を多量に含む粘性の強い黒 第57図 荒神社前遺跡の位置

褐色土が堆積し、縄文土器が包含されていた。また、その直下では炭化物を含んだ暗黄褐色の落ち込みが上

面で確認されたため、土抗の可能性が強いと判断された。また、 T 2では表土下の黒褐色の上層は削平され

ていたものの遺物が出土する。さらに、 T3の水田では盛土層が確認されたことから、神社の尾根より延び

る東西の沢に挟まれた振り出しを遺跡の広がりと認定した。

出土遺物は、縄文土器片が少量である。いずれも小片であるが、煤があまく胎土に繊維を含んでいること

から、縄文時代前期に属するものと判断した。 (平成9年度本調査予定)

なお、この地点より南東約300mに同じ事業関連で調査を予定している大平古館跡が所在している。試掘調

査は実施していないものの、最上部が整地され、斜面中腹に平場が認められるなど、遺構が明瞭に観察され

る。 (平成9年度本調査予定)

撃糞単月1 諺露骨。 5。m

第58図 江刺市荒神社前遺跡調査区位置図及び出土遺物

-
58
-



10 主要地方道一関北上線道路改良関連調査

館I遺跡(ME66-1284)

所在地:北上市黒沢尻町字立花地内

事業者:岩手県北上土木事務所

調査期日:平成8年11月5日

遺跡は片君川左岸に立地している。この付近は東側で

は付近まで丘陵地形が延びてきているが、わずかに段丘

地形の発達もみられる。遺跡そのものは現在水田となっ

ているものの、試掘調査の箱栗から自然堤防上の微高地

に立地していることがわかる。

道路事業予定地内にT lへ11を設定した。 T2及びT

3では表土(現水田耕作土)下に黄褐色のシルト質の土

壕が堆積し、この上面で古代の柱穴跡などが検出される 第59図 館I遺跡の位置

ことから、当時の生活面ののる土層であると考えられた。 T4の中央付近から北側に向かって黄褐色シルト

質層は次第に薄くなり、下位の青灰色粘土質層に漸移的に変化する。この層中での遺構確認は困難であった。

T9北側にさらに2本のトレンチを設定している。これらの箇所は宅地及び畑地として利用されており、

若干の撹乱があるものの地山はTlへ9までとは異なっている。遺物・遺構とも確認できなかった。また、

Tlでは5以北と同様に黄褐色シルト質土層は検出されず、また、標高も低くなっていくことから、遺跡の

範囲から外れるものとして判断した。

出土遺物は土師器等平安時代の土器片が少量でT 2へ3で確認されている。 (平成9年度本調査予定)
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第60図 北上市館I遺跡調査区位置図及び出土遺物
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11主要地方道水沢米里線桜沢地区改良関連調査

佐野原遺跡(ME16-0365)

所在地:水沢市佐倉河宇佐野原地内

事業者:岩手県水沢土木事務所

調査期日:平成8年4月17日

遺跡は北上川右岸の河岸段丘上に立地する。遺跡のの

る段丘面は水沢面で、西側に広く水沢市街が広がってい

る。これより低い段丘面との比高は2m程度である。

調査区は現道の両側で、北側の高い部分は宅地、南側

の低い部分は畑地となるが、さらに現在の水田面とはわ

ずかな高低差を有している。

調査区内に4か所のトレンチを設定した。 Tl、 2で

は厚い耕作土中に土師器・須恵器が混在している。地山
第61図 佐野原遺跡の位置

面では黒色の落ち込みが認められる。また、炭化物が集中する箇所もある。 T 3では表土及びその直下の黒

褐色土層、さらに地山層に小円礫を多く含むことから、 Tl、 T2部分とは土壌の形成要因が異なっている

と考えられる。 T lと同様に土師器等が出土するほか、縄文土器片も出土している。 T4は低い水田面にあ

たり、表土下が人頭大の礫を含むグライ化した層となることなどから、遺跡から外れる部分であると判断し

た。

出土遺物はいずれも小片であるが、古代の遺物については平安時代の前半期、 9世紀代と考えられる。 (平

成9年度本調査予定)

0 5cm
ヽ

第62図 水沢市佐野原遺跡調査区位置図及び出土遺物
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12 二級村道川井線川井地区市町村道整備関連調査

成谷遺跡(J F46-1066)

所在地:山形村川井第2地割地内

事業者:岩手県久慈土木事務所

調査期日:平成8年11月11日へ12日(2日間)

遺跡は、遠別Ii佐岸の低位の河岸段丘上に立地してい

る。遺跡西側には近年開削された林道が南北に走ってい

る。その工事及び鶏舎建設の際に、丘陵端部に連なる部

分で後期旧石器時代の黒色の頁岩を用いた石刃を主体と

する石器群が出土し、現在村教育委員会等に保管されて

いる。

今回の調査は事業予定地のうち、公有地化された一部

分について実施した。村道に平行する形で2本のトレン
第63図 成谷遺跡の位置

チを設定した。出土遺物は縄文土器及び土師器である○主に遺物を出土したのはT 2南側の部分でこの付

近では表土下に黒色の遺物を含む層が20cm前後堆積している○またこのトレンチでは土坑と考えられる落

ち込みや、遺構に伴う焼土も検出されている。南側鶏舎部分は未調査であるが、上部が若干削平されている

可能性もある。出土遺物は縄文時代後期一晩期に属すると考えられる。 (平成10年度以降本調査予定)

図画圏圃
0 5cm

第64図 山形村成谷遺跡調査区位置図及び出土遺物
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13 二級村道川井線川井地区市町村道整備関連調査

大平遺跡(J F46-O153)

所在地:山形村川井第4地割地内

事業者:岩手県久慈土木事務所

調査期日:平成8年11月11日へ12日(2日間)

遺跡は久慈川と遠別川の合流点付近に形成された高位

の河岸段丘及び丘陵から延びる尾根上に立地している。

遺跡から南東方向は、かなりの急傾斜となり遠別川に画

した低い段丘面につながっている。遺跡中央の平坦な部

分をほぼ南北方向に林道が通っていて、過去の調査でそ

の切り通しより後期旧石器時代の剥片が採集されている。

今回の調査はこの下部の段丘面から上部の丘陵尾根部

分にむけて、おもに立木伐採が終了している部分を中心

∴∴ ∴∴ 

第65図 大平遺跡の位置

に実施した。その結果、 T lへ4では表土下の地山に崖錐性の角礫が多量に包含されていた。遺物等の出土

はなかった。

T 5では表土下に黄褐色の軟質の土壌が堆積し、その中から縄文時代早期の土器片が出土した。この付近

では尾根部分がやや平坦な平場状を呈しており、東側に向かって少しづつ高くなっていく。さらにその東部

は急斜面の崖となっている。同様にやや広い平坦面にT6へ9を設定した。しかし、この箇所では遺物の出

土はなく、遺跡の範囲外であると判断された。これらより、 T5を中心とした屋根上の平坦な部分について

遺跡が形成されているものと考え、本調査の対象とした。 (平成9年度本調査予定)

ー∴ 三二 二三二
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第66図 山形村大平遺跡調査区位置図及び出土遺物
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14 一般国道283号道の駅整備事業関連調査

寒風遺跡(MF44-2146)

所在地:遠野市綾織町新里第8地割

事業者:岩手県遠野土木事務所

調査期日:平成8年4月23日

遺跡は遠野盆地の北西部に位置する。遺跡南側を猿ケ

石川が西流している。遺跡の立地している面は、この猿

ケ石IIiによって形成された段丘と、盆地北側より延びる

丘陵の端部にかかっている。南北にかなりの角度で傾斜

しているため表土層は薄く、また本来の遺物包含層もあ

る程度流出しているものと考えられる。

道の駅事業予定地内は、地元市が主体となる部分と県

主体部分とに分かれ、前者については遠野市教育委員会
第67図 寒風遺跡の位置

が予備調査を実施している。

調査の結果、 T l̃3は北側の高い部分ほど表土、遺物包含層とも薄く、南側の低い部分では一部テラス

状の地形を呈する部分に、厚く黒色土が堆積していた。近年まで畑地として利用されていたことから、東西

に走る上幅30cm程度の溝が複数確認されている。また、 T 3北側部分で落とし穴状遺構など土坑が数基検

出された。 T 4調査区部分では、表土下に人頭大以上の角礫が多く含まれ、かなり大規模な土砂の移動が行

われていることが明らかである。 T3とT4の問は切土と盛土によって整地されているが、当該箇所の遺物

の分布がごくまばらであると考えることから、調査対象から除外した。

出土遺物は、縄文土器片が少量である。いずれも小片であるが、縄文時代早期後半の表裏縄文期の深鉢が

出土している。 (平成8年度遠野市教育委員会本調査済)
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第68図 遠野市寒風遺跡調査区位置図及び出土遺物
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15 ふるさと農道整備事業唐戸崎地区関連調査

唐戸崎遺跡(ME45葛0352)

唐戸崎II遺跡(ME45-0357)

所在地:北上市飯豊唐戸崎地内

事業者:岩手県花巻地方振興局花巻土地改良事業所

調査期日:平成8年11月21日へ22日(2日間)

遺跡は飯豊I=左岸の河岸段丘状の微高地に立地してい

る。この農道改良事業に関連して5遺跡の試掘調査を実

施しているが、そのうち東側の2遺跡について記述する。

唐戸崎遺跡は、南側が広く開田されており、現道部分

がわずかな段差を伴って北側の水田につながっている。

北側畑地では遺物はほとんど採集できず、良好に遺跡が

保存されている可能性が高い。水田部分では、南端を中
第69図 唐戸崎、唐戸崎I遺跡の位置

心にかなりの量の遺物が出土したと伝えられる。現道両側捌高部分に、 25か所のトレンチを設定した。調査

区が制約されているため、 1つのトレンチは短くなっている。これらのうち、東側のトレンチでは遺物等は

出土せず、本調査対象域から除外した。 T l ̃11にかけての道路より南側の部分では現水田耕作土直下に、

部分的に幅1m程度の溝が東西に延びていることが確認された。また、 T4で縄文土器も出土した。

唐戸崎I遺跡は、唐戸崎遺跡から小さな沢を挟んで東側の微高地にあたる。現道に沿って12か所のトレン

チを設定した。その結果、 T 7の地山面上で暗褐色の落ち込みが検出され、縄文土器と土師器が出土した。

また、 Tllで落とし穴と考えられる溝状の落ち込みを検出した。 (平成9年度本調査予定)
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0 40m

北上市唐戸崎II遺跡調査区位置図及び出土遺物
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第71図 北上市唐戸崎遺跡調査区位置図及び出土遺物
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16 低コスト化水田農業大区画は場整備事業

徳田第一地区

北郡山遺跡(しE57-1037)

所在地:矢巾町大字北郡山

事業者:盛岡南部土地改良事業所

調査期日:平成8年10月21日へ22日、11月20日(3日間)

北郡山遺跡は北上川支流の中小河川によって形成され

た沖積地の微高地に立地し、遺跡東部は岩崎川による段

丘崖によって区切られている。宅地及び畑地部分を除く

ほとんどが水田となっており、地形の改変が進んでいる。

試掘調査の結果、現水田部分ではT39で陥し穴状遺構

が一基確認されたほか、溝状遺構が数状確認された。 T

9へ12では土師器片が出土し、中土坑も数基確認された。
第72図 北郡山遺跡の位置

これらの区域は盛土によって保存されることとなった。

T13へ15およびT43へ44では陥し穴状遺構数基と中土坑多数が検出された。遺物はT15に集中し、土師器20

数点・須恵器1点が出土した。 T15は水路予定分であり、 T13へ14、 T43へ44は削平予定であったため、本

調査をする予定だったが、後者の区域は河川改修の残土を低位水田部分に利用することによって、計画を変

更し保存することとなった。 T15部分のみ本調査となる。 (平成9年本調査予定)
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第73図 矢巾町北都山遺跡遺跡調査区位置図及び出土遺物
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17 担い手育成基盤整備事業大巻地区関連調査

大巻長沢尻遺跡(しE77-1234)

赤川館跡(LE77-1225)

所在地:紫波郡紫波町大巻地内

事業者:盛岡南部土地改良事業所

調査期日:平成8年5月5-10日、 8月20日(5日間)

ここはふたつの遺跡が重複しており、調査の結果検出

された遺構等も館跡・古代の集落跡両方が混在している。

遺跡は北上川左岸沖積地中の微高地上に立地しており、

標高は92m前後、周囲との比高は1̃2mである。遺跡

の東側には野村胡堂の生家があり、付近には胡堂のあら

えびす記念館がある。今回の試掘調査はほ場整備に伴う

もので、事業予定地内に、試掘トレンチを適宜設定し、 第74図 赤川館、大巻長沢尻遺跡位置図

埋蔵文化財の有無等について確認した。

調査の結果、古代の竪穴住居跡、縄文時代と考えられる陥し穴状遺構、時期不明(中世?)のピット類・

溝跡・焼土跡などが検出された。遺物は、平安時代、縄文時代の土器片などが出土している。検出された遺

構は微高地の東西の縁辺部の比較的集中している。

縄文時代と考えられる遺構は陥し穴状遺構だけだが、遺物はT49、 T53などにやや集中して縄文土器片が

認められる地点がある。竪穴住居跡など縄文時代の何らかの遺構も微高地上に存在するものと考えられる。

主に平安時代と考えられる竪穴住居跡は合わせて10棟確認されているが、これらも東西の緑に位置している。

確認できたものだけで10棟になるので微高地全体ではかなりの数の古代の住居跡があると推定される。館跡

に確実に伴う遺構・遺物は確認できなかったが、溝跡や柱穴状ピット、性格不明の遺構の中には中世の館跡

に伴う遺構が含まれる可能性が高い。

今回の事業については古代や縄文時代の遺構・遺物が確認されたが、工法等の変更により盛土によって埋

蔵文化財が保護されることになった。
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第75図 赤川館、太巻長沢尻遺跡出土遺物
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第76図 赤川館、大巻長沢尻遺跡調査区位置図
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18 低コスト化水田大区画は場整備長岡地区関連調査

東長岡天王II遺跡(LE57-0329)

沼田遺跡(しE57-2272)

所在地:紫波町東長岡地内

事業者:盛岡地方振興局盛岡南部土地改良事業所

調査期日:平成8年10月28日一29日(2日間)

ほ場整備事業長岡地区関連では、全体で6遺跡が事業

予定地内に所在している。平成8年度においては、 3遺

跡について試掘調査を実施した。そのうち、草刈中屋敷

遺跡については一部の調査に止まったため、次年度に再

調査を予定している。

東長岡天王遺跡は北上川と天王川が合流する河岸段丘

上の微高地上に立地している。当初、分布調査によって
第77図 東長岡天王II及び召田遺跡の位置

確認していた範囲についてTlへ6を設定した。 Tl、 2は水路予定部分であったが、遺物等は出土してい

ない。 T 3、 4は、現在の耕作上下に20cm前後の暗褐色土層が堆積し、さらに地山として黄褐色砂礫層が堆

積する。遺構はこの上面で確認されている。 T 3では時期不詳の小柱穴が認められたが、 T 4では北側の端

に1辺が3m弱の振り出しをもつ方形の竪穴状の落ち込みが検出された。深さは少なくとも30cm以上で壁

の立上がりは明瞭である。周辺から土師器等の古代の遺物が出土していないことなどから、中世期の竪穴遺

構であると推定された。さらに、 T5、 6では縄文土器片が出土し、遺構状の落ち込みも確認されたことか

ら、遺跡の範囲が西側に広がるものと考えられたため、 T7へ9を設定した。いずれも撹乱上層中ではあっ

たものの、縄文時代中期の土器片が出土している。遺構は確認されず、すでに以前の工事によって破壊され

ているものと判断した。これらの結果、 T3、 4部分の水田については当初削平工事が予定されていたが、

設計変更して盛土により現状保存することとした。

0 5cm

第78図 紫波町東長岡天王II遺跡調査区位置図及び出土遺物
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沼田遺跡(しE57-2272)

所在地:紫波郡紫波町字犬吠森沼田・字後田

調査期日:平成8年10月29日

沼田遺跡は北上川中流域左岸の自然堤防上に立地する古代の遺跡である。付近は自然堤防が断続的に続い

ており、遺跡も列状に立地している。今回の調査区域は遺跡北東の辺緑部分の水田・畑地であり、周囲との

比高は1 mほどである。今回の調査では調査区域に試掘トレンチを5本、任意に設定し埋蔵文化財の有無の

確認を行った。 Tlでは土師器、鉄製品が出土しており、 T5でも鉄製品の出土が確認された。またT2、

T 5において焼土遺構と小上境複数が検出された。これらの遺構の周辺からは遺物は確認されなかったが、

T lの遺物などにより古代から中近世の遺構であると考えられる。 T5の遺構については、事業実施時には

46cmの盛土部分にあたるため、現行の計画で遺構の保存が可能となる。 T 2の水田部分は削平予定の部分で

ぁるが、遺構検出面が現在の田高から-90cmであるのに対して、掘削が及ぶ深さは計画では57cmであるため、

計画通り工事でも保存が可能であるため、事業者に対してば瞑重に工事を行うよう指示した。

なお、同日に隣接の草刈中屋敷遺跡(しE57-2295)についても一部調査を行ない、遺物や焼土遺構を確

認したが、農作物などによりトレンチ設定に制限があったために、再調査が必要となった。前述の埋蔵文化

財の保存についても再調査後に検討するものとする。

鬱
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第79図 紫波町沼田遺跡調査区位置図及び出土遺物

-
69
-



19 低コスト化水田農業大区画ほ場整備車業綾織地区

谷地館遺跡(MF53-0139)

所在地:遠野市綾織町下綾織館川原

事業者:遠野土地改良事業所

調査期日:平成8年8月30日、 9月10へ11日(3日間)

遺跡は猿ヶ石川北岸の沖積地中の微高地上を中心とし

て広がっている。標高は236.5m前後、周囲との比高は約

Imである。遺跡の北東にはJ R釜石線の二日町駅があ

る。

今回の調査範囲は事業地全体の南西部にあたり、 18箇

所の試掘トレンチを設定し埋蔵文化財の状況を確認した。

調査の結果、 T11、 T12、 T13、 T15などで遺構が検出

された。水路予定部分のTll、 12については溝跡1条、
第80図 谷地館跡位置図

柱穴状ピットが検出され、文化課によって記録保存を目的とする発掘調査も終了している。 T13、 15で検出

された堀跡は館跡に伴うものと考えられる。この堀跡については盛土によって保存することになった。

一十f二二二Z

∈嚢塾重…=三重三三三≡二二
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第81図 谷地館跡調査区、遺構
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20 担い手育成基盤整備事業赤沢川地区

甲子遺跡(MF66-1394)

所在地:遠圭子市上郷町甲子地内

事業者:遠野土地改良事業所

調査期日:平成8年9月12日

遺跡は遠野市南東部を西に流れる猫用北岸の狭い段丘

上にあり、標高は421̃429m、周囲との比高は3m前後

である。南に向かって緩く傾斜している。

調査では牧草地である中央の事業区域外部分を除いて、

試掘トレンチを13箇所設定し埋蔵文化財の有無等を確認

している。その結果、東側には遺構・遺物等は確認され

なかったが、西側では縄文時代中期の土器が出土し、同
第82図 甲子遺跡位置図

時代と考えられる土抗を2基検出している。水田の造成

により、一部削平されているが大きな地形の変化はない。量は少ないが、確認された遺構・遺物は段丘の縁

辺に集中する。土坑は3層の黄褐色土上面でTllとT12で検出されているが、 Tllの土坑中には白い板状の

石が立った状態で2点出土した。この2点は同じ石が板状に割れたもので接合する。また、事業地から外れ

るが段丘の直下の畑でも若干縄文土器が採集できる。

0 9cm

」,仁「1!∴l
「

ヒ==二===土二二二二二=ここう

第83図 甲子遺跡調査区位置図
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21県営は場整備事業人首川東部地区、

岩谷堂橋本量遺跡(NEO7-1393)

岩谷堂橋本II遺跡(NEO7賀2314)

後田I遺跡(NEO7葛2323)

後田II遺跡(NEO7葛2365)

後田III遺跡(NEO7-2382)

所在地:江刺市岩谷豊橋本地内

事業者:水沢地方振興局江刺農林事務所

調査期日:平成8年12月16日へ18日

平成9年l月24日(4日間)

今回調査した5遺跡は人首川東岸に広がる沖積地中の

微高地上に立地している。標高はいずれも37へ38mほど

で、周囲との比高は1.2→1.8mである。
第84図 県営は場整備人首川東部地区関連遺跡位置図

岩谷堂橋本I遺跡では21箇所の試掘トレンチを設定している。その結果、古代の竪穴住居跡5棟、溝跡な

どが検出された。微高地の内、東側に比較的古代の竪穴住居跡が集中するようである。 T 5付近から鉄津等

も出土しており鍛冶屋があったという伝承が残っているが時期は不明である。

岩谷堂橋本II遺跡は、 7箇所の試掘トレンチを設定している。縄文土器の小破片数点が地表下90cmで出土

している。残りはあまり良くない。南東部については畑作物の関係で1月に調査を行ったが遺構・遺物とも

確認されていない。

後田I遺跡は13箇所の試掘トレンチを設定している。その結果、竪穴住居跡と考えられる遺構と溝跡など

第85図 岩谷堂橋本I、 II、後日I遺跡調査区位置図
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が検出されている。土師器片・鉄津なども出土しているが、遺構に伴うものではない。また、今回報告して

いる岩谷堂橋本I遺跡で調査した平安時代の竪穴住居跡とは壁土の様子が異なることや遺物が出土しないこ

とから古代ではない別の時期の遺構である可能性がある。

後田II遺跡では、 18箇所の試掘トレンチを設定し、畑作物のため12月と1月の2回に分けて調査している。

その結果、柱穴状ピット、焼土遺構・土師器と須恵器片が確認された。微高地の周縁部分は湿地状の上層が

認められ、遺構・遺物も検出できなかった。

後田III遺跡では、後田II遺跡と同様に2回に分けて調査している。土師器片や溝跡・土境などが確認され

ている。

以上、岩谷堂橋本I遺跡、後田I遺跡の一部では水路によりやむを得ず掘削される箇所があり、これは文

化課により記録保存のための調査が行われる予定である。その他は、盛土により埋蔵文化財の保護が図られ

る。

「二二㌢/ 2

第86園 田土遺物、後日II. III遺跡調査区位置図
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22 一般農道整備事業赤尾敷地区関連調査

赤尾敷遺跡(J E28-1284)

所在地:二戸郡一戸町月館字赤尾敷地内

事業者:二戸土地改良事業所

調査期日:平成8年10月31日

赤屋敷遺跡は沢沿いの幅の狭い南向きの緩傾斜面上に

立地している。標高は300へ310mである。

調査では農道の予定地内に試掘トレンチを4箇所設定

している。西側のビニールハウス周辺(Tl、 2)は道

路部分も畑の部分も削平され、本来の表土は残されてお

らず、遺構・遺物は確認できなかった。

民家の西隣のT4では厚い黒色土が堆積しており、縄

文土器の小破片と焼土遺構2基が確認されている。焼土

遺構は一方が地表下60c皿、もう一方が90cmで検出され、

第87図 赤屋敷遺跡位置図

2つの遺構検出面が認められる。上位の焼土遺構に

縄文土器が伴っていたが時期は後期から晩期と考えられる。下位の焼土遺構には遺物は伴っていない。焼土

の焼成は下位のものの方が良好で堅く焼き締まっている。この焼土遺構を検出した民家を中心とした付近は

ビニールハウスの東隣から東側にある小さな沢までが小規模な扇状地状の地形になっている。民家の敷地の

造成によって若干の破壊があると思われるが、この範囲に遺構・遺物が分布すると考えられる。 (平成9年度

本調査予定)

三三≡三三三三三二
第88図 赤屋敷遺跡調査区位置図
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23 ふるさと農道緊急整備事業大声地区関連調査

大声I遺跡(J F18-0137)

所在地:久慈市夏井町大声地内

事業者:久慈地方振興局久慈土地改良事業所

調査期日:平成8年10月21日へ23日(3日間)

遺跡は久慈市と大野村との境界に近い、夏井川に画し

た丘陵の南斜面に立地している。この事業に関連して、

表記の遺跡ほか、南側に位置する大声II遺跡についても

試掘調査を実施している。また、夏井地区は同じく中山

間総合整備事業によって、大声I遺跡へ萱V遺跡の調査も

実施している。

大声I遺跡は、昭和59年に調査区内の一部、現道の南’

東側斜面が崩落し、大量の縄文時代晩期の土器が出土し 第89図 太芦遺跡の位置

ている。この部分については、現在擁壁で保護されている。周辺の畑地では縄文時代晩期を中心とする土器

片などのほか、鉄津が散布している。

現道拡幅部分を中心とした試掘調査の結果、 T lでは現在の畑地から低い水田に向かう斜面で、縄文時代

の遺物包含層と陶磁器片、さらに近世期と考えられる鉄津が出土した。包含層の厚さについては確認できな

かった。 T2では、 Tlで確認された厚い包含層は認められず、表土下まもなく黄褐色地山となる。この地

山面の上面付近の黒色土層下部で、南部浮石層状の土層が確認されている。 T 3は遺物包含層が削平されて

いる。 T4、 6でも黒褐色の遺物包含層が確認され、さらに地山面で土抗などの遺構が検出されている。 T

5、 7では遺物・遺構等は確認されていない。また、本図からさらに南側部分も同様に遺物・遺構とも確認

されなかった。 (平成9年度本調査予定)
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第90図 久慈市大芦遺跡調査区位置図及び出土遺物
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24 広域農道整備事業盛岡西部地区関連調査

宇田II遺跡(KE57-0210)

所在地:玉山村大字宇田字芋団地内

事業者:盛岡地方振興局岩手北部土地改良事業所

調査期日:平成8年10月18日̃11月18日(2日間)

遺跡は北上川左岸の河岸段丘上に立地している。この

付近では北上川によって広く低位の段丘面が形成されて

いるが、当遺跡は低位面から高位面にかけてのゆるやか

な段丘崖状の地形に位置している。遺跡の現況は牧草地

及び畑地となっていて、畑地部分には縄文土器及び土師

器等の散布が認められる。

事業予定地内にTl̃4の試掘トレンチを設定し、調

査を実施した。その結果、 Tl、 2の斜面部分及びT3
第91図 宇田II遺跡の位置

では表土下まもなく黄褐色の礫混じり上層が観察され、本来の遺物包含層または生活面を形成した黒褐色土

が削平されている状況を伺うことができた。その他の部分では黒褐色土が厚く堆積し、遺跡が良好に残存し

ているものと考えられた。 T l、 2では古代の竪穴住居跡と考えられる遺構の一部が検出されたほか、土境

も2、 3確認されている。また調査区東側の道路下部分にも遺構等は残存しているものと考えられる。なお、

東側約300mの道路脇畑地部分では、明瞭な遺構の確認はできなかった。 (平成9年度本調査予定)

‾ 、、‾董寒

第92図 五山村宇田II遺跡調査区位置図及び出土遺物
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25 中山間地域総合整備事業新町地区関連調査

有矢野遺跡(J E54-2266)

谷地田遺跡(J E54鵜1286)

所在地:安代町字有矢野・谷地田地内

事業者:盛岡地方振興局岩手北部土地改良事業所

調査期日:平成8年9月17日へ18日(2日間)

平成8年12月20日へ21日(2日間)

中山間地域総合整備事業新町地区では、ほ場整備や農

道の整備が行われる予定である。このうち、打田内川ぞ

いの低い水田面については一部地域で遺跡が所在したも

のの、遺構等については確認できなかった。

一方、国道282号五日市地区より有矢野、上の山を経由

して出田へ通じる農道関連では、数箇所の遺跡が事業予
第93図 谷地田・有矢野遺跡の位置

定地内に所在している。これらは安比Iilや打田内川等の河岸段丘上に立地するものがほとんどで、中には有

矢野館に代表されるように、自然地形を利用して中世期に城館跡を築いている場合もある。

有矢野遺跡は、荒屋新町と五日市のほぼ中間の、西側丘陵に取り付く河岸段丘上に位置している。拡幅予

定の農道は現在農業用小機械がかろうじて通れるほどのものであり、わずかに造成等がなされた部分もある

が、遺跡内容についてはほとんど破壊されずに残されていると考えられる。このため、南側から事業地内に

トレンチを設定し、遺構・遺物の包含状況を確認した。

T l付近では現在見られる道路両側の段差が、古い段階で形成された段丘崖であると考えられた。低い方

の畑地では表土下で縄文時代前期の土器がやや多量に出土している。 T 2を高い畑地部分に設定した。ここ

では表土及びその直下の黒褐色上層が厚く、 T lと同様に縄文土器片が出土したほか、土抗や竪穴住居跡と

考えられる落ち込みも検出されている。 T3、 4では遺物の出土はない。とくに、 T3ではかなり上部が削
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第95図 安代町谷地田遺跡調査区位置図及び出土遺物

平されていると考えられ、地山直下で白色の粘土層が確認された。 T5は西側からの沢筋に当たるが、黒色

土は厚いものの、遺物の出土はない。 T6、 7は表土及び黒色土が薄く、礫混じりの地山が認められた。 T

8から11では果樹園造成のために若干土壌の移動があったと考えられるものの、縄文土器等が出土している。

T12へ14は西側からの大きな沢によって埋没したような状況を呈している。 (平成9年度本調査予定)

谷地田遺跡は一連の遺跡の北側に位置し、有矢野遺跡からは1キロほどである。試掘トレンチは、西側事

業予定地が立木等によって立ち入りが困難であったため、現在の畑地部分を中心に設定した。 T 2へ4では

遺物包含層が、耕作による削平もしくは斜面のための土砂の流出によって十分に残存していない状況であった

ものの、南部浮石層を交える地山面で縄文土器及び同時代の土抗と考えられる遺構が検出された。そのため、

西側山林にT lを設定した結果、黒色土層が確認され、中から遺物が出土したことから縄文時代の遺物包含

層であると考えられる層が確認された。また、東側小道の切り通しにおいても土器片が採集された。この結

果、この張り出し部分全体について本調査が必要であると判断した(平成9年度本調査予定)
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26 中山間地域総合整備事業新町地区関連調査

上の山V遺跡(J E54鵜2195)

横間II遺跡(J E55-0033)

所在地:安代町字上ノ山・横間地内

事業者:盛岡地方振興局岩手北部土地改良事業所

調査期日:平成8年9月17日一18日(2日間)

平成8年12月20日へ21日(2日間)

両遺跡は、安比川や打田内川によって形成された河岸

段丘状の張り出し及び丘陵裾状の斜面に立地する。

上の山Ⅴ遺跡は、東北自動車道安代インターよりわず

かに青森方面に向かった南向き畑地の緩斜面全体に広がっ

ている。東北道をはさんで北側については上の山V量遺跡

と呼んでいる。さらに有矢野方面に向かって延びる、丘

陵裾と段丘崖との変曲点にあたる部分に広がる箇所は、

上の山V遺跡と呼んでいる。

第96図 上の山V、横間II遺跡の位置

調査はこれらの遺跡全体について実施しているが、 V遺跡以外では遺物がほとんど出土せず、また、遺構

も確認できなかったことから、試掘調査のみで終了している。 V遺跡では、当初、東北道に最も近い部分で

縄文時代前期の土器片が出土し、しかも一定の厚さをもった遺物包含層であると考えられたことから、再度

調査を実施することとした。

調査区商東壁断面図 0 1 m

第97図 安代町上の山V遺跡調査区位置図及び出土遺物
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第98図 安代町横間II遺跡調査区位置図及び出土遺物
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再調査の結果、遺物包含層と考えていた表土と地山との間の暗褐色の土層は、図に示す通り層相が一定せ

ず、また遺物の出土状況も、近世期の陶磁器片や土師器片が混在するなど、撹乱を受けているものと判断さ

れた。さらに、遺物が出土する部分について掘り下げたところ、黒褐色上層と地山との境界が不明瞭である

ことが確認された。

横間II遺跡は、 J R横間駅とその東西に走る花輪線ぞいの北側畑地に位置している。大きな2つの南側丘

陵からの沢によって3つの振り出しに区切られている。駅前から東側の振り出しは比較的小さいものの、ほ

ぼその中央が事業予定地であったため。試掘調査を実施した。その結果、畑地耕作により本来の遺物を包含

する黒色土は失われていたが、黄褐色の地山面で黒色の落ち込みが複数検出された。また、西側の張り出し

は比較的規模の大きいものであるが、予定地がねずかに段丘辺をかすめるため、手掘りによる試掘調査を実

施した。 T lへ4にかけては畑地造成の際に盛土されたと考えられる撹乱を受けた土壌が表土下に堆積して

いたものの、その下部から縄文土器が出土するなど、全体としては遺跡が良く残されていると考えられた。

なお、最も東側の大きめの振り出しでは、遺物・遺構等は確認できなかった。 (平成9年度本調査予定)
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27 担い手育成基盤整備事業徳岡地区関連調査

板子沢遺跡(NE45-1303)

所在地:胆沢郡胆沢町小山地内

事業者二水沢地方振興局胆江上地改良事業所

調査期日:平成8年12月5日へ12月25日(3日間)

遺跡は東北自動車道と寿安上堰が交差する南西部分に

位置している。標高89m前後。南東方向に向かって緩や

かに傾斜している。付近は戦後の開拓によって開田され、

旧地形を止めていない。そのため、第一に遺跡標柱付近

について、試掘トレンチを設定した。この部分では、水

田面から高さ約2m、径約3mの塚状の盛り上がりが確

認されていた。塚付近のトレンチ(18へ20)では、表土

下より酸化鉄の塊が多量に出土した。この酸化鉄塊につ
第99図 板子沢遺跡の位置

いて、過去の調査についての聞きとり及び遺跡台帳登載の遺跡の種別から、製鉄に関連するものであると推

定された。このため、塚の断面を調査するとともに、標柱より北西側の水田部分について調査対象を広げ、

T lへ17を設定した。この結果、北西よりのT lへ10にかけて近世と考えられる掘立柱建物跡とそれに伴う

柱材、さらに陶磁器片が出土した○また、 Tllへ17でも陶磁器片が出土しているが、遺構はすでに破壊され

ているものと判断した。これより、近世の製鉄関連遺跡として遺跡北西部及び南東部の塚付近約2000m2につ

いて発掘調査を実施することとした○ (平成9年度本調査予定)

第100図 胆沢町板子沢遺跡調査区位置図
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28 担い手育成基盤整備事業徳岡地区関連調査

大橋遺跡(NE45-0276)

所在地:胆沢郡胆沢町小山地内

事業者:胆江土地改良事業所

調査期日:平成8年12月5日

大橋遺跡は胆沢扇状地の南側に位置し、東西に長く延

びる微高地上に立地する。標高は94-96mで周囲との比

高は0.5-2m程度である。

調査では微高地の南北の緑と東西の一部を含む事業予)

定地内に敵宜、試掘トレンチを設定し、埋蔵文化財の有

無と残存状況を確認している。その結果、南北の緑につ

いては低湿地で遺構・遺物とも確認できなかった。西側

については微高地が延びているが、同じく遺構・遺物と
第101図 大橋遺跡位置図

も確認されなかった。東側の試掘トレンチでは竪穴状の遺構と柱穴状ピット群が検出されている。柱穴状ピッ

ト群は全体の把握はできなかったが直線的でほぼ同間隔の配置が観察され、掘立柱の建物跡の一部と考えら

れる。いずれも時期ははっきりしないが、古代や縄文時代の遺物が出土していないためおそらく中世以降の

ものと考えられる。

今回の調査で遺構が検出されているが、遺構検出面を掘削しないよう盛土によって保存されることになっ

た。

第102図 大橋遺跡調査区位置図
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29 ふるさと農道緊急整備事業小森林地区

小森林館跡(↓IEO6-0273)

所在地:稗貫郡石鳥谷町八幡宇江曽地内

事業者:花巻地方振興局土地改良課

調査期日:平成8年2月6日

遺跡は石鳥谷町の南側を東西に流れる滝沢月i右岸の段

丘縁に立地する。南は自然の沢を利用した堀、北は滝沢

川によって館の範囲が区切られる。東側については一応

国道4号が境界になっているが、本来は国道の東側も含

むと考えられる。西側は境界が不明瞭だが、南北に延び

ているJ R東北本線付近までは人工的な地形の改変の痕

跡が認められるため、おおむねこのあたりまが館の範
も

園と考えられる。
第103図 小森山館跡位置図

今回の調査の原因となった農道はほぼJ R東北線に沿って南北に延びており、調査区も東北線の東30m付

近を南北に設定している。

調査の結果、現在水田となっている南側については遺構・遺物とも確認することはできなかった。調査区

北側の滝沢川付近では表面からも3段程の平場が確認され道路予定地のすぐ東側でも南北に延びる土塁と堀

が確認できた。道路はこの3段の平場を横切ることになる0 1番上の平場では館跡の何らかの建物の痕跡と

考えられる柱穴状ピットが検出されたほか、縄文時代と考えられる陥し穴状遺構も検出された。 (平成9年度

本調査予定)
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第104図 小森山館跡調査区位置図
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30 その他の試掘調査

N(l 事 業 名 事 業 者 遇跡名 所在地 調査期日 備考 

1 担い手育成基犠鷺備埴業徳岡地「メ 肌江上地政良事業所 NE45臆0115 触沢町 4/12 

2 -・般県道北上水沢線道路改良工事 水沢士本草務所 春慶 金ヶ崎町 4/19 

3 広域農道整備事業盛岡西部地区 岩手北都土地改良事業所 KE68臆2290 玉山村 4/30 

4 尿敗の沢筋歴敷地区都串対策砂防事業 蕎7五二本事務所 櫛沢萱萱 大槌町 5/7 

5 一般国道107号藤根地区道路改良串業 北上土木事務所 志質I萱 和賀町 5/22 

6 石鳥谷駅商地区宅地造成事業 岩手県住宅供給公社 備中館 石鳥谷町 へ6/27 測靖調査 

I 中山同地域総合整備草葉新町地区 岩手北都土地改良事業所 JE53-2384 安代町 6/17 

8 農免農道整備事業松石地「うそ 宮古地方振興局農政部 罵㌶I 岩泉町 6/19-20 

9 農免農道紫傭事業松石地区 宮古地方振興局農政部 罵立量l 岩泉町 6/19-20 

同 農免農道盤櫛事業松石地区 宮古地方振興局農政部 膚立IIl 岩泉町 6/19→20 

11 一般国道107号藤根地区道路改良事業 北上し本草妨所 北上砧 7/31 

工 
緊急地方道整備邦楽一般県道世旧来矢作 線 

大船渡土木事務所 愛宕下 陸前高田市 7/31 

同 
低コスト化水田農業大区画は場整備事業 徳田第1地区 

盛岡南部土地改良事業所 十文字 矢巾町 8/26 

14 

一般県道北斗米金田一線緊急地方道路盤 備 
二戸土木事務所 潰谷地 二戸市 9/26 

15 県営長谷堂アパート建築部業 岩手県土木部 長谷堂貝塚 大船渡市 8/26へ27 

16 三陸縦買自動車道大船渡三陸道路 三陸同道工事事務所 管中I= 大船渡市 9/2→3 

工 三陸縦買自動車道大船渡三陸道路 三陸国道工項事務所 野尻I 大船波布 9/3 

量8 

低コスト化水田農薬大区画は場維備事業 綾織地区 
遠野土地改良事業所 MF43臆2149 遠野市 中生1 

同 担い手育成基盤整備事業赤沢Ii馳区 遠野土地改良事業所 MF67葛1002 遠野市 9/l十-12 

20 担い手育成基盤整備事業赤沢川地区 遠野土地改良事業所 MF67臆1040 遠野市 9/1l-12 

:1 担い手育成基盤整備事業赤沢川地区 遠野土地改良事業所 MF66-1302 遠野市 9/11へ12 

22 担い手育成基盤整備事業赤沢川地区 遠野土地改良事業所 MF66-1394 遠野甫 9/12 

2こう 

中山間地域農村活性化総合整備車業鮎貝 地区 
遠野土地改良事業所 MF6l-1331 遠野市 9/11-12 

24 中Iし胴地域総合維傭事業新町地区 岩手北部土地改良事業所 横間I 安代印- 9/17へ18 

25 中山間地域総合整備事業新町地区 岩手北部土地改良事業所 士の山間 安代町 9/17-18 

26 中山同地域総合整備事業新町地区 岩手北部土地改良事業所 上の山X 安代町 9/17へ18 

27 中山間地域総合整備事業新町地区 岩手北部土地改良事業所 上の山l/ 安代町 9/17へ18 

28 

主要地方道上米内湯沢線月旧工区道路改 良工事 
盛岡土木事務所 田の沢B 盛岡市 9/2510/17 

29 中山間地域総合整備車楽典玉地区 両磐土地改良事業所 中の崎 千厩町 用言」 

30 産振施設整備事業肌沢町中山地区 岩手県教育委員会財務課 中島 胆沢町 10/411/6へ7 

31 東北新幹線建設工事用進入路等 日本鉄道建設公聞 野沢I 滝沢村 10/17-18・25 
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32 ふるさと農道緊急整備事業大声地区 久慈土地改良事業所 大声萱I 久慈市 10/21へ23 

ふ〕 ふるさと農道緊急整備事業大声地区 久慈土地改良事業所 大声 久慈帝 10/2lへ23 

34 ふるさと農道緊急整備事業大声地区 久慈土地改良事業所 大声I‖ 久慈市 10/21へ23 

3う ふるさと農道緊急整備事業大声地区 久慈土地改良事業所 大声Il「 久慈串 10/21へ23 

36 一般国道107号藤根地区道路改良事業 北上土木事務所 北上砧 10/23 

37 

低コスト化水田農業大区画は場整備事業 長岡地区 
盛岡南部土地改良事業所 しE57臆0329 紫波町 10/28-29 

38 

一般県道盛岡鷲宿縁北の浦工区道路改良 工事 
盛岡土木事務所 北の浦 盛岡市 10/29 

39 

一般県道上斗米金田一一線緊急地方道路整 備北向工区 
二戸土木事務所 滅谷地II 二戸市 10/30 

40 

主要地方道二戸田子線緊急歩道整備事業 下斗米地区 
二戸土木事務所 IE99-0263 二戸市 10/30 

41 

主要地方道上米「)1湯沢線手代森工区道路 改良工事 
盛岡土木事務所 金掘沢萱 盛岡市 l十十 

42 国営かんがい排水事業胆沢平野地区 東北農政局 北館 前沢町 11/5 

43 広域農道整備事業胆沢商都地区 樹江上地改良事業所 NE44臆1312 胆沢町 11/6-7 

44 広域農道整備事業胆沢南部地区 胆江上地改良事業所 NE44「1353 胆沢町 11/6-7 

塙 
二級村道川井線川井地区市町村道整備代 行事業 

久慈土木事務所 松淵H 山形村 11/11へ12 

46 担い手育成基盤整備事業宮野日地区 花巻土地改良事業所 ME16-1387 花巻市 11/13へ14 

吉 
低コスト化水田農業大区画は場整備事業 徳田第1地区 

盛岡南部土地改良事業所 田中 矢巾町 11/20 

48 ふるさと農道緊急整備事業唐戸崎地区 花巻土地改良事業所 ト′1E45臆0206 北上市 11/21へ22 

49 ふるさと農道緊急整備事業唐戸崎地区 花巻土地改良事業所 人生E45-0229 北上市 11/21→22 

50 ふるさと農道緊急整備事業唐戸崎地区 花巻土地改良事業所 森下 北上市 11/2十-22 

うi ふるさと農道緊急整備事業唐戸崎地区 花巻土地改良事業所 ME45-0357 北上市 11/21へ22 

52 担い手育成基盤整備事業徳岡地区 胆江上地改良事業所 NE45臆0065 胆沢町 11/25へ27 

53 担い手育成基盤整備肇楽典城地区 胆江土地改良事業所 NE36-1359 水沢串 12/3→5 

54 担い手育成基離籍僻事楽典城地区 胆江上地改良事業所 NE37-1053 水沢市 12/3-5 

○○ 担い手育成基盤整備事業東城地区 脚注土地改良事業所 土手北 水沢市 12/3へ5 

56 担い手育成基盤整備事業真城地区 胆汁土地改良事業所 真城落合 水沢市 12/3̃5 

57 担い手育成基盤整備事業東田地区 胆江土地改良事業所 NE15臆1104 胆沢町 12/3へ5 

58 担い手育成基盤縫僻事葉栗田地区 胆江上地改良事業所 NE15臆1068 胆沢町 12/3→5 

59 担い手育成基盤整備車葉栗田地区 胆江上地改良事業所 NE15-1110 胆沢的丁 12/3→5 

60 担い手育成基盤整備事業徳田地区 胆江土地改良事業所 NE45」0276 胆沢町 12/5 

61 

一般県道北上水沢縁取揚石地区道路改良 工事 
水沢土木事務所 NE95-2024 金ヶ崎町 12/6 

62 

一般県道北上水沢縁取揚石地区道路改良 工事 
水沢土木事務所 NEO5「0121 金ヶ崎町 12/6 

63 

「般国道455号山樟工区道轍良工事 
盛岡土木事務所 道の下B 盛岡市 12/6 

64 北上川上流流域下水道事業 北上川上流流域下水道事務所 古館 石鳥谷町 12/9 
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65 東北新幹線建設工事 =本鉄道建設公印 声名沢萱萱 玉山村 12/9-10 

66 東北新幹線建設工事 =本鉄道建設公団 声名沢I‖ 玉山村 12/9→10 

67 県立一戸病院・北陽病院移転 岩手県医療局 一戸町 12/9へ12 

68 主要地方道花巻衣川線横月旧地区 北上土木部務所 ME53-0098 和賀町 12/12 

69 主要地方道花巻衣川線横Il旧地区 北上上木事務所 蛭川館 和賀町 12/12 

70 県立胆沢病院職員合同公舎建設事業 岩手県医療局 龍ケ馬場 水沢市 12/16 

71 水沢腎祭署管楽官待機宿舎建設事業 岩手県箸察本部 龍ケ馬場 水沢市 12/16 

72 県営蕎雇経営環境整備事業二戸商都地区 二戸地方振興局農政部 名子株IX 一戸町 12/18 

73 県営諸産経営環境縫偏重業二戸西部地区 二戸地方振興局農政部 名子根X 一戸町 12/18 

74 国営八戸平原開拓建設事業 東北農政局 水害H 軽米町 12/19 

75 担い手育成基盤鮮備事業其城地区 胆江上地政良事業所 二ノ淵 水沢市 12/2牛-25 

76 担い手育成基盤整備部楽典城地区 胆江上地改良事業所 二ノ淵北 水沢市 12/24へ25 

言 担い手育成基盤整備車楽典城地区 胆江上地改良事業所 土手覇 水沢市 12/24へ25 

78 担い手育成基盤整備事業其城地区 胆江上地改良事業所 二ノ淵南 水沢市 12/24へ25 

79 担い手育成基盤整備車楽典城地区 胆江土地改良持薬所 谷地 水沢市 12/24→25 

80 一般国道455号両岸工区道路改良工事 盛岡土木事務所 米内沢B 盛岡市 l/8 

ト1 大船渡三陸道路・小冊道路 三陸国道工事事務所 大畑賞 山田町 l/8、9 

82 大船渡三陸道路・山間道路 三陸国道工事事務所 野尻= 大船渡市 1/8、9 

83 管理用通路工事 岩手十三匪事務所 細田 一関市 1/24 

鎚 広域農道I埋沢衣川線 胆江上地改良事業所 士寺田 衣川村 1/24 

85 一般県道悲石海岸線県単舗装逆新設 大船渡土木事務所 碁石 大船渡市 1/31 

86 似鳥の沢火山砂防事業 二戸土木事務所 JE18-0376 二戸市 2/4 

87 

低コスト化水田農業大区画は場縫儲事業 新堀地区 
花巻土地改良事業所 宝木萱I 石鳥谷町 2/6 

88 サンピア金ヶ崎駐車場整備 岩手県生活福祉部 桐山館 金ヶ崎町 2/6 

89 一級河川岩崎Il陣中河川改修事業 盛岡土木事務所 稲村I 紫波町 2/24 

90 担い手育成基盤整備率楽典城地区 胆江土地改良事業所 其城落合 水沢市 3/3へ21 

91 

一般県道衣川水沢線地方特定道路整備事 業 水沢土木事務所 福原 水沢市 3/4 

92 広域農道整備事業二戸地区 二戸土地改良事業所 大向上平 二戸市 3/24 

93 担い手育成基盤整備事業宮守川上流地区 遠野土地改良事業所 MF32臆2050 宮守村 3/27-28 

94 担い手育成基盤整備都築宮守月上上流地区 遠野土地改良事業所 MF32-2042 宮守村 3/27→28 

95 担い手育成基盤鰹傭事業宮守川上流地区 遠野土地改良事業所 MF32臆2021 宮守村 3/27-28 

96 担い手育成基盤整備事業宮守川上流地区 遠野土地改良事業所 MF32臆2025 宮守村 3/27-28 
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第1表 一般県道山田線薄衣地区道路改良車柴関連遺跡一覧 事業者:宮古土木事務所 閲査期日 平成8年5月8日

遺跡コード 遺 跡 名 種 別 逆鱗・逝物 所 在∴∴∴地 備 考

しG42「2249 宮古市長沢第12地制

第2衷 国営展地再編整備事業胆沢西南部地区間違遺跡一覧 事業者:東北展政局北上土地改良調査管理事務所 閲査期日 平成8年6月13日へ6月21日

No 遇跡コード 遡 跡 名 種 別 適櫛・遁物 単∴∴ 代 所 在∴∴∴地 備 考 

1 NE45-11」4 休場 敬布地 瓢文士器・石器 刺文 胆沢町中向学外海 

2 NE4う臆0065 敵布地 縄文土器 縄文 胆沢町中用字外海 平成了年発見 

3 NE3十2397 小田切 敵布地 鮒文土器・弥生土器 親父・弥生 胆沢町小山字小田切 

う NE45臆0095 駒籠 敵布地 拙文土器 郷文 胆沢町中山学外浦 

〇 NE45臆1256 西風 散布地 郷文士籍・T腸し・石匙 馳文 胆沢町′川点字酉鳳 

6 NE45臆1033 二の沢 散布地 縦文土器 難文 胆沢叩“小向宇二の沢 

I NE35臆2074 敵布地 フレーク 観文 胆沢町中小字上狼志田 新規発見 

8 NE」5臆1049 敵布地 フレーク 甜文 胆沢町中用字二の次 新規発見 

9 NE45臆0031 敵布地 細文土器 刹文 肌沢町中用字ゴ詰十谷地 新規発見 

10 NE45臆0347 敵布地 フレーク 剃文 肌沢町中用字駒込 新規発見 

11 NE雄-0333 敵布地 鮒文士鵠・土師器 親文・奈良 胆沢町中用字駒込 新規発見 

12 NE44臆1312 敵布地 石器 細文 胆沢町小用字新聞 新規発見 

上; NE4十1374 敵布地 フレーク 拙文 曲沢町中用字浪人 新規発見 

14 NE初音1228 敵布地 石器・フレーク 瓢文 胆沢町中用字田風 新規発見 

1う NE44臆03了0 敵布地 郷文士器 訓文 胆沢町中用字二の台 新規発見 

16 NE45臆0230 二の台 敵布地 
細文土器・石器・ 土師総・フレーク 

細文・奈良 肌沢町中山芋二の台 絶間拡大 

17 NE34臆2288 散布地 鮒文土器 細文 胆沢町中用字細入 新規発見 

18 NE44臆011了 散布地 紐文土器 細文 胆沢出丁小山字二の台 新規発見 

19 NE3十2022 散布地 
拙文土器・土師器・ フレーク 

縄文・平安 肌沢町/白月字中沢 新規発見 

20 NE34臆2200 胆沢町中I」常:台 可能性あり 

21 NE3十2300 敵布地 細文士器 拙文 胆沢町小山字台 新規発見 

22 NE34-2247 放朽地 鮒文土器・フレーク 郷文 胆沢町中向学台 新規発見 

23 NE34臆1058 敵布地 細文士器 雑文 胆沢町中山手中沢原 新規発見 

24 NE3十1021 一の台 敵布地 拙文土器伸)重器・土師諾 鮒文・古代 胆沢町小山字一の台 鱒囲拡大 

25 NE3十2127 敵布地 フレーク 郷文 胆沢町中用字下中沢 新規発見 

26 NE3年2134 敵布地 鮒文土器 鮒文 胆沢町小山字下中沢 新規発見 

27 NE3十2172 胆沢町小山字下中沢 可能性あり 

28 NE33臆2309 敵布地 細文士網・フレーク 瓢文 胆沢町中用字中沢 新規発見 

29 NE33臆1378 敵布地 フレーク 純文 胆沢町小山字敬謙 新規発見 

30 NE33臆1334 胆沢町中用字萩森 可能偉あり 

31 NE33臆1218 散布地 フレーク 拙文 囲沢町中向学萩森 新規発見 

32 NE33臆1339 散布池 細文士器 拙文 胆沢町中山手丑松 新規発見 

33 NE3十1063 散布地 鮒文土器 細文 胆沢町中小字丑松 新規発見 

34 NE34臆0082 散布砲 鮒文士器 細文 肌沢町中山手大畑平 新規発見 

35 NE34臆0088 敵布地 雛文土器 拙文 胆沢町中山芋大畑平 新規発見 

36 NE34臆1110 敵布地 細文士鵠 拙文 胆沢町小山字大畑乎 新規発見 

37 NE45-2018 拙文 胆沢町中小字大袋 可能性あり 

38 NE45臆2016 放布地 フレーク 鮒文 胆沢町中小字大袋 新規発見 

第3衷 ふるさと農道緊急整備車巽中森林地区関連遺跡一覧 事業者:花巻地方振興局農林部 調査期日 平成8年5月20日 

逝跡コード 適∴跡 名 種 別 道都・遺物 所∴∴∴礼 砲 備 考

ⅣI E O6臆0273 小森林館跡 縄文・中世 石鳥谷町八幡字江田

第4衷 広域農道整備事業胆沢南部地区間違遺跡一覧 事業者 胆江土地改良車楽所 閲査期日 平成8年5月20日-30日

No 遺跡コード 遺 跡 名 種 別 適鰯・進物 時 代 所∴∴∴存 地 備 考 

1 NE44臆0381 敵布地 鮒文土器 鮒文 胆沢町若柳 新規発見 

2 NE44臆1312 敵布地 細文士撚 郷文 胆沢町若柳 新規発見 

3 NE44臆1353 胆沢町若柳 可能性あり 

4 NE54臆0227 散布地 縄文土器 鮒文 衣川村中正敏 新規発見 

〇 NE54臆0254 散布地 細文士総 鮒文 衣)i廿†ヒ寺田 新規発見 

6 NE54-2132 衣川村田尻 可能性あり 

7 NE54臆2059 放布地 縄文土器 瓢文 衣l「=村営鱗乎 新規発見 

8 NE64-1016 本巻 散布地 拙文土器 細文 衣 「=村本巻 絶間拡大 

9 NE64-1181 要害 散布地 縄文土器 鮒文 衣 =村川内 範囲拡大 

10 NE64臆2121 赦布地 縄文土器 拙文 衣 il村川内 新規発見 

第う衷 村道川井紺ii井地区関連遺跡一覧 事業者・久慈土木事務所 調査期日 平成8年5月20日へ30日 

遺跡コード 遺 跡 名 穂 別 遺榔・遺物 所 在 地 備 考

J F46臆0039 細文土器・石器 旧石器・縄文 山形村川井第4地割 沼袋を統合

ー
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′) 

」萱:」6臆0153音大、l′ 故布地 細文士暮・石器 旧石器・創文 同形村川井第4地判 

3 J量ご」6()18・i松沢 = 故布地 難文上鵠 親文 山形村Ii研第4規制 

」 J量∴161016 松沸 I 故布地 拙文上器 創文 中形村川井郷3地 

言 」F」61()38 成谷館 城館跡 中世 山形相川非難4地 要飽朋確認 

6 」F461066 成谷 集落跡 緋文士器 山形村川井第2地 

I JI弓6101」 柳久保= 敵布地 経文土器ほが 郷文 =」形村川井第3地判 

8 J萱∴161025 柳久保I 敵布地 鮒文士鵠はか 郷文・当安 =i形村川井第3地: 

9 
」事丁」6。120」 山形村川井第3地 可能性あり 

第6衷 大月旧地区宅地造成事業地区道路改良間違遺跡一覧 事業者:岩手県住宅供給公社 閲査期日 平成8年5月28日

題跡二」臆ド 題 跡 名 榔 別 道棚・題物 所 在 地 備 考

J F:凋0064 久慈吊大月旧第4地割

第7姦 悪大地区宅地造成事業地区道路改良関連遺跡一覧 事業者、岩手県住宅供給公社 閲査期日 平成8年5月28日

第8表 意柴水利事業若柳取水口・穴山幹線水路工事関連遺跡一覧 事業者:東北農政局胆沢狼ケ石展柴水利事業所 調査期日 平成8年5月30日

No 題跡コード 道 跡 名 椰 別 道筋・進物 時∴∴代 所 在 地 備 考 

1 NE221こ)討 萩袋 散在地 郷文士鵠・上郡器 創文 胆沢町若柳宇土愛宕 

之 NE22 上う了8 上愛在原 敵布地 
緋文士鵠・石器・ 土師器 

細文・弥生 胆沢町若柳宇土愛宕 

3 NI三22 2116 吊野々 散在地 須忠器 細文 胆沢町若柳字吊野々 

第9衷 一般国道4号合田-バイパス関連遺跡一覧 事業者:東北地方建設局岩手工事事務所 問査期日 平成8年5月31目

No 遇跡コード 道 跡 名 椰 別 避椎・造物 時 代 所 在 地 備 考 

1 IF79臆1396 小野 敵布地 親文士器 創文 二戸串金剛一字小野 

2 II÷70 2021 下川井 敵布地 鮒文士鵠 鮒文 二戸暗金田一手下山井 

第iO表 一般県道碁石海岸続開運遺跡一覧 事業者:大船渡土木事務所 閲査期日 平成8年6月18目

題跡コード 題 跡 名 榔 別 遇棚・題物 所 在∴∴∴地 櫛 考

Nl膏) 029信雄有 大船渡吊未崎町子大浜

第=衷 緊急地方道整備事業県道世日米矢作絵関連遺跡一覧 事業者i大船渡土木事務所 調査期日 平成8年6月18日

遁跡コード 遡 跡 名 種 別 迅柄・遊物 所 在 地 鮪 考

N F55 202三上愛右下 鮒文上器・土師器 鮒文・幸宏 陸前高級庸二又字愛石下

第12表 緊急地方道路整備事業一関北上線関連遺跡一覧 事業者:北上土木事務所 調査期日 平成8年7月9日

適跡二」臆ド;遡 跡 名 都 別 迅楯・題物 所 在 地 儲 考

NF66臆128」 =館【 郷文士器(中) 北上証立花

第13衷・i、るさと展遥緊急整備唐戸時地区関連遺跡一覧 事業者:花巻土地改良事業新 明査期日 平成8年7月23日

Nひ 遡跡コード 題 跡 名 種 別 道雄・遇物 時∴∴仕 所 在 地 備 考 

1 入IE」う用う5了 敵布地 親文士鵠・1 重出器 鮒文 北上暗飯豊町街道下 新規発見 

2 IE」50352 樟戸崎 集落跡 
鮒文上総・石器・ 土師器 

緋文・平安 北上市飯豊町字唐戸崎 

3 ^萱E」5 0229 敵布施 士帥鵠 幸宏 北上串飯豊町 新規発見 

」 トIE」5臆()204 森下 敵布地 土師器 一、lだ安 北上市飯豊町森下 

つ 1量貫j5臆0206 北上串敏雄町 可能解あり 

第14表 広域営展団地展道整備事業西磐井地区関連遺跡一覧 事業者・両替土地改良事業所 調査期日 平成8年8月21日

Nu 遡跡コード 遭 跡 名 種 別 遇楯・遇物 時∴∴代 所∴∴∴布 地 備 考 

1 NE93臆1295 焼切 敬布地 鮒文士鵠(後・晩) 細文 一閃布教挫字焼切 

2 NE93臆2205 敵布地 信組 細文 十別布萩羅字焼切 新規発見 

第i5衷 担い手育成基盤整備事業奥玉地区関連遺跡一覧 事業者1両替土地改良事業所 調査期日 平成8年8月22日へ29日

No 避跡コード 迅 跡 名 種 別 遡鮒・題物 時∴∴仕 所 在 地 備 考 

1 NI;812153 敵布地 土師器 古代 千鹿町奥玉手刈既野 新規発見 

2 NF812172 散在地 土師器 古代 千厩即興点字刈鹿野 新規発見 

言 NF8121了3 花1’† 散在地 須忠鵠・上師器 平安 手燭町典玉宇陀買 

」 NF812185 敵布地 親文上器 郷文 予原町奥点字金収沢 新規発見 

5 NF812193 柁買I 散布地 創文上器 親文 千厩町奥「言省けで 

6 \F9十0105 七五帥 敵布地 縄文土器 緋文 千版町英誌字七五調 別名エゾヤシ 

I NF81210了 沢前 散在地 
創文上盤・信輔・ フレーク 

剃文 千鹿町奥玉子沢緬 

8 NF81臆2240 林の沢 散布地 親文土器 難文 千厩叩“奥玉字体の沢 

9 NF8十2220 船丸I 敵布地 郷文士鵠・土師器 郷文・平安 千厩町奥玉手船丸 

=l NF8上2212 船丸館 城館跡 小平場 中一近世 千厩町奥玉手船丸 別名八ツ花館 

11 NF8十2214 船丸Il 敵布地 土師盤? 平安? 千厩町奥玉手船丸 

12 NF811280 散布地 フレーク・土師器? 拙文・古代? 千厩町奥玉手川原町 新規発見 

13 NF811251 沖中 敵布地 細文土器 親文 千厩町奥玉手沖中 
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14 NF81臆1245 竹ノ下= 敵布地 
縄文土器・鉄津・ 土師器 

鮒文・古代? 千厩町奥玉手竹ノ下 

圧 NF81臆1256 土用掠 散布地 鮒文土器・石欽 縄文 千厩町奥正字士川原 

16 NF81臆2208 坂下 散布地 細文器 千尼帥了英玉手坂下 

17 NF81-2226 長橋 敵布地 
縄文土器・炉跡・ 須恵盤 

純文・平安 千厩町奥玉手天ケ森 

圧 NF81臆0240 越田沢II11 散布地 鮒文土器・カメ 縦文 千厩町奥玉手越田沢 

19 NF81臆1214 竹の下I 敵布地 土師器?・鉄津 古代 千厩闘了英玉手竹ノ下 

20 NF81臆0371 散布地 土師器 古代 千厩町奥玉宇土樋 新規発見 

21 NF81臆1377 放布地 縄文土器 縄文 千厩町奥玉手日向 新規発見 

22 NF81臆2334 宿下 集落跡 縄文土器・石匙 艶文・平安 千厩町奥玉宇宿下 

23 NF8十2344 散布地 石欽 縄文 千厩町奥玉宇宿下 新規発見 

24 N萱÷8十2000 年生連館 械館跡 平場・空堀・帯郷・堀 中世 千厩町奥玉手熊ケ沢長者 

25 NF82臆1074 散布的 フレーク・須憩器 雛文・平安 千厩町奥玉手物見石 新規発見 

26 NF82 2014 長者 散布地 縄文 千厩町奥玉手物長者 

27 NF82 2054 散布地 子中\ 雛文 千厩町奥玉字三沢 新規発見 

28 NF82臆2029 敵布地 フレーク 細文 千厩町奥玉手松森 新規発見 

29 NF82臆2154 此ノ手館 蛾館跡 中世? 千厩町奥玉手八輔前 

第16表 中山間総合整備車栄典玉地区関連遺跡一覧 事業者:両磐土地改良車築 閲査期日 平成8年9月4日へ5日

逝跡コード 遺 跡 名 種 別 遺構・遺物 所 在 地 備 考

N F82臆1187 千厩町奥玉手松森 要純囲再確認

第17表 ため池等整備事業下田上堰地区関連遺跡一覧 事業者:岩手北部土地改良事業 調査期日 平成8年9月19日-20日

遺跡コード 遺 跡 名 種 別 逝榔・遺物 所∴∴∴在 地 備 考

KE56-12898 玉山村下田学生転

第18喪 主要地方道一間北上線生母地区、 -般県道前沢東山線道路改良事業関連遺跡一覧 事業者:水沢土木事業所 調査糊口 平成8年9月27日

No 遺跡コード 遺 跡 名 離 別 避榔・逝物 時 代 所 在 地 備 考 

1 NE57臆0127 一字一石経塚 一宇一石経塚 近世 前沢町生母字西館 1基は調査済 

2 NE57臆0139 函館 械館跡 縄文土器・堀・土製・郭 郷文・中世 前沢町生母字函館 

3 NE57、0154 商社 敵布地 拙文土器・石器 縄文 前沢町生母字面在 

第19表 国営かんがい排水事業胆沢平野地区関連遺跡一覧 事業者:東北農政局胆沢猿ケ石展巣水利事業新 関査期日 平成8年9月27日へ10月4日

No 遡跡コード 避 跡 名 種 別 逝椛・避物 時 代 所 在∴∴∴地 備 考 

1 NE22臆2237 宮坂 散布地 縄文土器 拙文 胆沢町若柳字宮坂 

2 NE22臆2267 横沢原 赦布地 縄文土器 縄文 胆沢町若柳字横沢源 

3 NE26臆0256 駒形神社公園 散布地 縄文土器(中期) 瓢文 水沢市菓上野町 

4 NE26臆0269 東上野 散布地 縄文土器(中期) 縄文 水沢市来上野町 

5 NE36臆1297 北館 環濠屋敷・散布地 土師器 古代・中世 前沢町古城北館 

6 NE46臆1297 安倍館 減館跡 中世 前沢町営内安倍館 

第20衷 盛岡広域都市計画及び雫石都市計画公園事業9 ・ 7 ・ 1号御所湖広域公園町境地区オートキャンプ均整備関連遺跡一覧

事業者:盛岡土木事務新 明査期日 平成8年9月30日

No 遺跡コード 避 跡 名 種 別 過∴椛 ・ 逝 物 時 代 所 在 地 備 考 

1 しE23臆1129 町域館 域館跡・集落跡 郭・土壁 縄文・中世 雫石町西安慶子下戸沢 

2 しE23臆1220 町域Iヽ′ 集落跡 土師器 郷文・古代 筆石町西安廃字小矢川 

3 しE23臆1147 町域I 散布地 剥片 郷文 雫石町西安庭手中矢川 

4 しE23臆1250 町鶴川 集落跡 土師器 古1」こ 雫石町西安唐芋広瀬 

第21表 砂防ダム築造事業間違遺跡一覧 事業者:千厩土木事務所 調査期日 平成8年10月4日

遺跡コード 遺 跡 名 謹 別 適榔・遺物 所 在 地 備 考

しE80臆2109 細文土器・石鎚 千厩町手管清水関士

第22表 緊急地方道整備事業(市町村道整備代行)間違遺跡一覧 事業者:二戸土木事務所 調査期日 平成8年10月15日

遺跡コード 追 跡 名 種 別 遡椰・遺物 所 在 地 備 考

I F62」2395 軽米町大字軽米字尾田

第23表 北上川上流流域下水道事業関連遺跡一覧 事業者‥北上川上流流域下水道事業所 調査期日 平成8年10月17日

遺跡コード 遺 跡 名 種 別 遇榔・遺物 所 在 地 備 考

N EO6臆0297 石鳥谷町中森林地内

第24衷 担い手育成基盤整備事業江刺市原体地区関連遺跡一覧 事業者‥江刺展林事務所 閲査期日 平成8年10月24目

No 遺跡コード 遺 跡 名 離 別 道都・避物 時 代 所 在 地 備 考 

1 NEO8-2047 下醍醐 散布地 
縄文土器・フレーク・ 須恵器 

細文・古代 江刺市田原宇荒川 

2 NEO8-2027 高野前 散布地 土師器 古代 江刺市田原字高野前 

3 NEO8臆1172 東館 域館跡 中世 江刺市田原字源体 伝承地 

4 NEO8臆1146 散布地 土師器 古代 江刺市田原宇山館 
新規発見NEO8臆1135と 連続する可能性あり 

○ NEO8臆1094 散布地 土師器 古代 江刺市田原字原体 新規発見 
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第25表 開拓地整備事業小松山地区間遠道跡一覧 事業者:宮古地方振興局展政部 閲査期日 平成8年11月1日

No 遇跡コード 遇∴跡∴名 種 別 逝購・遁物 時 代 所 在 地 備 考 

1 K量;36臆2212 小松I\’ 敵布地 郷文土器(中期) 鮒文 岩泉町門学士見内川 

2 萱くF36臆2259 小松1 故布地 郷文士鵠 細文 岩泉闘J門字下見内川 

3 KI;36臆2265 小松=I 故布地 鮒文士器(中期) 細文 岩泉町門字下見内川 

」 K書∵清書2269 小松II 散布地 拙文土器・石器 鮒文 岩泉町門字下見内川 

第26表 一般国道283号仙人峠道路改築事柴関連遺跡一覧 事業者:東北地方建設局三陸国道工事事務新 関査期日 平成8年10月30日

Nひ 遇跡コード 遵∴跡∴名 椰 別 逓榔・道物 時∴∴代 所 在∴∴∴地 備 考 

1 ト1G了(十1169 敵布地 土鍋器 平安 釜石了置町子町関沢 新規発見 

2 〉IG了(主11了5 藷石市甲子町側沢 可能性あり 

3 ヽ1G了0臆1088 洞泉 城館跡・散在地 緋文土器他 郷文・中世 釜石市甲子町洞泉 鱒囲拡大 

」 \(1F了9臆1365 敵布地 鮒文土器 鮒文 釜石串甲子町砂子波 1373を分割 

言 \=ご了9 上溝1 大松1 敵布地 緋文士器 縦文 釜石市甲子町第3地潮 1381を統合 

6 \l量F7t)1こ沌1 砂子波 集落跡・生成遺跡 郷文士盤・製鉄跡 剃文・近世 釜石市甲子町砂子汲 難関場跡あり 

l ト1【÷了9 2崇!5 大松\’ 敵布地 鮒文士器 郷文 釜石市甲子町第3地割 艇的移動 

第27表 担い手育成基盤整備車柴江刺市高倉地区関連遺跡一覧 事業者:江刺展林事務所 調査期日 平成8年11月6日へ7日

No 逝跡コード 運 跡 名 種 別 題耀・迅物 時∴∴代 可∴∴∴∴任 用 備 考 

1 トI萱上三96臆0399 故布地 土師器・須 原器 古代 江刺市稲瀬字広岡 」 新規発見 

2 ∧=三96臆03了了 十二 故布地 フレーク・上師器・須悪器 郷文・有性 江刺市稲瀬字大文字 

言 ト′1上三96」331 改布地 土師器 古代 江刺苗稲瀬半濁館 新規発見 

」 人1E()6臆1352 故布地 細文士器・土師器 細文・古代 江刺市稲瀬宇部館 新規発見 

:) ^l萱E961381 沼館 械館跡 井戸丸太 中世 工刺市稲瀬宇沼餓 

6 トI置Et)6 2こう04 別当 敵布地 土師器 高値 江刺市費若手別当 

l ト11E96臆2322 敵イ 地 土師鵠 古代 江刺串愛宕字沼の=二 新規発見 

8 トIIE96 2355 駒込 城蝕 跡 土師器 古代 江刺帝愛宕字駒込 

第28表 一般国道283号仙人道路峠道路改築事業関連遺跡一覧 事栄吉:東北地方建設局三陸国道工事事務新 関査期日 平成8年12月9日

遭跡コード 道 跡 名 種 別 逆鱗・題物 所∴∴∴在 地 鱗 考

トl量G了0 11了5 釜石市甲子町字関沢

第29表 低コスト化水田農業大区画は楊整備事業新堀地区関連遺跡一覧 事柴者:花巻土地改良車某所 調査期日 平成8年12月12日

No 過跡コード 題 跡 名 椰 別 遇椰・題物 時 代 所 在 地 備 考 

1 しE8了1168 霊木I 敵布地 親文士器 鮒文 石鳥谷町子新堀 

2 しE8了1197 霊木= 敵布地 
創文土器・士的器・ 須悪鵠 

郷文・古代 石鳥谷町子新堀第15地割 

第30衷 低コスト化水田展柴大区画は場整備事業新堀地区関連遺跡一覧 事業者:花巻土地改良事業所 閲査期日 平成9年1月8日

遇跡コード 題 跡 名 郎∴∴∴別 道都・遭物 所 在 地 備 考

しE97 ()283 郷文士器・石器 石鳥谷町字新堀第50地割

第3i衷 低コスト化水田展紫大区画は渇整備事業新堀地区関連遺跡一覧 事業者:花巻土地改良事業所 調査期日 平成9年2月25日

遺跡コード 遺 跡 名 郎 別 遡鵬・逆物 所 在 地 備 考

しE87 2299 細文土器・士銅器 拙文・古代 石鳥谷町字新堀第64地割

第32表 一般県道衣川水沢続稿原地区道路改良工事関連遺跡一覧 事業者‥水沢土木事務新 関査期日 平成9年2月27日

No 遭跡コード 適 跡 名 都 別 遡儲・述物 時 代 所 在 地 備 考 

1 NE26臆01了5 福原 集落跡 
鮒文士器・土師鵠・ 須思器 

郷文・辛安 水沢市福原 聴聞拡大 

第33衷 短大地区宅地造成事業関連遺跡一覧 事業者‥岩手県住宅供給公社 閲査期日 平成9年2月28日

No 遡跡コード 遡 跡 名 榔 別 遺構・逝物 時∴∴代 所 在 地 備 考 

1 しG」3臆0357 八木沢古館 城飼跡 堀跡等 中世 宵古市八木沢地内 

2 しG43臆0338 宮古市八木沢地内 可能性あり 

第34表 荒廃砂防事業関連遺跡一覧 事業者:二戸土木事務新 開査期日 平成9年3月6日

迅跡コード 題 跡 名 椰 別 遡構・過物 所 在 地 備 考

J E15臆0344 軽米町中軽米

第35表 国道4号拡幅工事関連遺跡一覧 事柴者’東北地方建設局岩手工事事務新 関査期日 平成9年3月25日

避跡コード 題 跡 名 穂 別 遊離・遺物 所 癌∴∴∴地 備 考

KE66臆1幻8 玉山村砂込地内
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量V 貝塚調査





岩手県内貝塚調査事業

標記事業は平成7年度より3ケ年計画で実施しており、

今年度は2ケ年目にあたる。 7年度は、県内90か所の貝

塚のうち約半数にあたる48貝塚について表面踏査を中心

として分布調査を実施し、遺跡範囲や内容の把握につと

めた。またもっとも多くの貝塚が分布している気仙地方

に所在する貝塚のうち、縄文時代前期一中期の大陽台貝

塚と後期̃晩期の瀬沢貝塚については、とくに詳細な内

容確認が必要であると考えられたことから、地形測量調

査や試掘調査を実施している。

8年度は、 7年度の調査成果を基に未了部分の表面踏

査を継続したほか、下記の3貝塚について詳細調査を実
第105図 高倉貝塚の位置

施した。

高倉貝塚(OE58-2396) 西磐井郡花泉町高倉地内

白浜貝塚(OE47-2391) 西磐井郡花泉町油津字台地内

石崎貝塚(OE58-1002) 西磐井郡花泉町永井字鴻ノ巣地内

これらの貝塚はいずれも岩手県の最南端の平野部に位置し、この付近から宮城県北部地域にかけて、更新

世の温暖期には低地部の至る所で湖沼が形成されていたようである。そのため、縄文期の淡水・汽水性の貝

塚が数多く所在している。この種の貝塚として、岩手県内では、古く大正末期から昭和初期にかけて小田島

禄郎による花泉町内貝塚の調査が実施された後、昭和30年代から40年代に調査が行われた貝烏貝塚が知られ

ていたが、その後調査例がなく、分布等について不明な部分が多かった。このことから、 8年度の貝塚調査

事業による詳細調査をこの花泉地域で実施した。

3貝塚のうち、石崎貝塚については当初縄文期の貝層と見込まれた箇所が、試掘を実施した結果近年のご

み捨て場である可能性が高まったため、詳細な分

第106図 花泉町高倉貝塚調査区位置図

ー
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布調査は別途実施することとした。

高倉貝塚は花泉町の南西部の宮城県境にごく近

い丘陵尾根の最先端部に位置している。現況は畑

地のほか、山林や宅地となっており、南西から北

西側の畑地を中心に遺物が採集できる。標高約

15へ25m。今回の調査は、従来不明確であった貝

層の所在確認と、遺跡自体の広がりの把握を主な

目的としている。

調査区を暫定的にAからCの3地区に区分して

いる。 A区は南西側の畑地で、西側に小さく尾根

状に張り出している。その頂部から南北方向にゆ

るやかに傾斜しており、縄文時代後期の土器片が

散布している。この地区では2m四方のグリッド

1か所のみ試掘した。試掘箇所が山際の傾斜変曲



l (萱う了し主月評)

」 (量う1G只五男

2 (B7G3層)

日
3 (Iう7G3層)

園圏
(BIG貝層)

6 (B区表土)

竃
鬱
・

(4G混貝最下層)

(5(項最下層)

第109図 花泉町白浜貝塚調査区位置図及び出土遺物

」
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点に近い部分であったためか、黒褐色上層が薄く、遺物もほとんど出土していない。

A区北側のl段低い畑地をB区と仮称した。 A区畑地とは1m以上の比高差がある。この地区では北側が

果樹園となっているが、南側では縄文土器片がやや多量に採集できる。まず、西端段丘崖近く(1)、東側の山

際(2)、さらに地形形成を観察するため、東側の崖面(3)の3か所にグリッドを設定した。このうち、 (1)におい

て、表土直下に良好な遺物包含層が確認されたことからさらに東側に拡張したところ(4)、破砕貝・魚骨を含

む混貝上層が確認された。 (3)では、崖面を垂直方向にクリーニングし、上層の堆積状況を確認した結果、 2

m以上に及ぶ貝層を含む遺物包含層が確認された。このことから、 C区との境界部分の斜面は、本来、より

緩やかな斜面であって、厚い遺物包含層が形成されたものと考えられる。 C区は全体で7か所のグリッドを

試掘しているが、いずれも遺物の出土量は多くなく、地山までも地表から40cm前後であった。

106図にはB区からの出土遺物を図示している。縄文時代後期初頭に属する資料が最も多く、後半から終末

にかけての資料がそれに次いでいる。

白浜貝塚は花泉町南端部に位置している。標高約15m。貝鳥貝塚の東方約1 kmの地点である。高倉貝塚と

同様の立地で、南東向き尾根の先端とその裾部分に遺跡が形成されている。今回は過去の調査などで貝層が

確認されている部分、及び貝層が所在する可能性の高い部分について、 2m四方のグリッドを6か所設定し

て調査を実施した。

北側斜面に設定した1̃3のグリッドでは、 3Gよりオオタニシ、インガイを主体とする貝層が約1mの

厚さで検出された。この層の下部にはさらに貝を含まない遺物包含層が形成されている。 1 G及び2Gでは、

貝層は確認されず、黒褐色の遺物包含層となっている。南側斜面には4 ・ 5Gを設定した。このうち、 5G

では厚さ20へ30cmの貝層が確認されている。層を構成している貝の種類は、 3 Gと同様である。出土遺物よ

り、いずれの貝層も縄文時代後期中葉から後半期に形成されたものと考えられる。

以上のほか、次頁の63貝塚について各調査員による分布調査を実施している。これらのうち、新たに貝層

の存在が確認されたのは37貝塚である。

平成8年度貝塚調査員

九戸地区 千葉啓蔵・佐々木和久、下閉伊地区 田鎖康之・高橋憲太郎、上閉伊地区 花石公夫、

気仙地区 金野良一・佐藤正彦、両磐地区 佐々木繁喜、全県 熊谷常正・浜田宏・日下和寿

この調査結果の詳細については、平成9年度分の調査内容も含めて別途報告を予定している。
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平成8年度貝塚分布調査一覧

\亘 避 跡 名 時∴∴∴代 地区 所 在 地 

1 広的遡跡 拙文 九 戸 九戸郡野田村広内 

り 横井貝塚 縄文 II II 玉川 

3 堀内机遺跡 縄文 Il 普代村堀内机 

」 堀全館跡 古1十こ 下閉伊 宮古市千徳 

○ 近内中村遇跡 縄文 lI ll大字近内子中村 

6 近内館跡 奈良・平安 II lI 駒場 

l 島田遡跡 奈良・平安 Il II磯鶏字島田 

8 黒蜜町萱運跡 近世 ll II黒森町 

9 下在家II遡跡 縄文・近世 ll II崎鍬ヶ時下在家 

川 白石逝跡 縄文 lI ll 白石 

11 細越【遺跡 平安 II ll田代子羊沢 

12 赤前l’柳沢遡跡 古代 II II赤前字柳沢 

!3 赤前件八枚田適 縄文・弥生 II lI 八枚曲 

lJ 金浜館跡 縄文・中世 Il lI金浜西角地 

五 赤なしが沢遺跡 縄文 Il lI大字重茂堺の神 

圧 千鶏遺跡 縄文 Il lI 千鶏上野 

古 小沢貝塚 縄文・平安 Il lI小沢 

圧 (寺山)遺跡 縄文 Il 下閉伊郡田老町寺山 

時 大浦崎遺跡 不明 Il lI 山田町 

申 新道貝塚 縄文 ll lI 新道 

21 川半貝塚 縄文仲) II lI 川半 

22 大浦貝塚 不明 Il ll 田の浜 

工 羅賀弁天貝塚 縄文〈後) Il ll 田野畑村羅賀 

工 茂師貝塚 縄文・弥生 Il lI 岩泉町小本茂師 

25 ヤカタ浜貝塚 鍋文(中・晩) 上閉伊 釜石市泉 

章 島忠貝塚 細文(後) 気 仙 陸前高田市小友町字鳥島 

2了 矢の浦l避跡 細文・近世 lI l) 字矢の浦 

28 藤沢貝塚 縄文(晩) lI lI 字類沢 

29 飽託I遺跡 縄文(前) )I 陸前高田市広田町船荒 

高) 大陽貝塚 縄文(前・中) II Il 字大陽 

品 大陽台貝塚 縄文(前・中) II Il 字大腸 

32 越田遺跡 縄文 II II 字越田 

No 遺 跡 名 時 代 地区 所 在 地 

高 中沢浜貝塚 縄文・弥生 )I II 字中沢 

畠 久保貝塚 縄文(後・晩) II lI 字久保 

章 金宝貝塚 縄文(晩) 当 II 手袋 

証 岩倉迅跡 縄文(後期) )I II 字岩倉 

吉 相野I遁跡 縄文"平安 II II 字細野 

帝 (中沢)貝塚 縄文(中期) lI lI 字中沢 

39 門前貝塚 縄文(中・後) II Il 小友町字「肺 

点 堂の前貝塚 縄文(中・後) II lI 米崎町子堂の前 

引 館貝塚 縄文(中・後) )I lI 手鑑 

工 松峯遺跡 平安・近世 II Il 字松講 

点 貝畑貝塚 縄文・平安 II )I 高田町字中和野 

打 洞の沢遺跡 不明 II lI 手綱の沢 

高 栃ヶ沢貝塚 不明 II II 手垢ヶ沢 

点 牧田貝塚 縄文・平安 II /I 気仙町字牧田 

言 二日市貝塚 縄文(前一晩) 〃 II 字二日市 

時 赤土倉貝塚 縄文 〃 大船渡市末崎町赤土倉 

申 鬼沢貝塚 縄文(後期) 〃 )I 字山岸 

訓 細浦上の山貝塚 縄文(中一晩) II )I 字細浦 

51 内田貝塚 縄文(前・中) II lI 字内田 

52 下船渡貝塚 縄文(晩) II l) 大船渡町字宮の前 

53 長谷堂貝塚群 縄文・弥生 〃 II 猪月岡字長谷堂ほか 

訂 中井貝塚 縄文・平安 I) 〃 赤崎町字中井 

55 沢田貝塚 縄文(前・中) 〃 lI 字沢田 

諒 白浜貝原 縄文・弥生 両 磐 西磐井那花東町涌津字台 

言 貝鳥貝塚 縄文・弥生 〃 )I 油島字貝烏 

58 中神遺跡 縄文・弥生 〃 lI 日形字中神 

評 貝がら谷地貝塚 不明 その他 岩手郡滝沢村滝沢11木賊川 

州 秋浦=遺跡 縄文 II l/岩手町川口21-60 

畠 五庵1遺跡 縄文(晩期) lI 二戸郡浄法寺町的ヶ番手五庵 

正 鶴田l遺跡 古代 II 胆沢郡胆沢町南都曲学徳田 

63 束襲遺跡 縄文(晩期) II II衣川村下表用字来襲 

ー
98
-



Ⅴ 写真図版





写真1 下似内遺跡発掘区全景
議題 謙一 要撃撃撃墜

三度岩

室雲量整睾幸三
麗議 題悪豊麗謹麗唾謹連関

写真3 下似内遺跡2号住居

写真2 下似内遺跡l号住居

璃三二三二轟閏

翳閣園彊繭
写真4 下似内遺跡3号住居

≡亭主二義
写真6 下似内遺跡1号陥し穴

写真8 島遺跡2号溝

写真7 下似内遺跡2号住居遺物出土状況

写真9 島遺跡1号溝

写真11島遺跡柱穴状ピット 写真12 島遺跡3、 5号溝

写真10 島遺跡陥し穴状遺構

写真13 島遺跡5号溝

写真図版1平成8年度岩手県内遺跡発掘調査
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写真14 九年橋遺跡調査風景

写真16 九年橋遺跡l号土坑完掘状況

写真18 九年橋遺跡l号土坑壁土断面

写真21九年橋遺跡6号土坑完掘状況

写真15 九年橋遺跡調査区西壁断面

写真17 九年橋遺跡A- 2区深掘上層

写真19 九年橘遺跡4号土坑完掘状況

写真22 九年橋遺跡6号土坑壁土断面

写真20 九年橋遁跡8号土坑完掘状況

写真23 九年橋遺跡4号柱穴壁土断面

写真図版2 平成8年度岩手県内遺跡発掘調査
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写真24 九年橋遺跡2号柱穴壇上断面

写真25 九年橋遺跡3、 4号柱穴

写真26 九年橋遺跡A-2̃3区焼土等の状況

写真28 砂川遺跡1号港内長頸壷出土状況
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写真30 砂川遺跡8号柱穴壁土断面

三二二二‡
写真29 砂川遺跡1号溝埋土断面
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写真39 谷地館遺跡溝跡 写真40 谷地館遺跡柱穴状ピット

写真図版4 平成8年度岩手県内遺跡発掘調査
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Z6-37 :九年矯追跡

写真図版6 岩手県内遺跡出土遺物

ー106
喜



〇
〇
〇
S
書
▼

▲
「

〇
〇
〇
葛

▲
▼

`
寒

へ
男
レ

事∴▲ ● l

亀● ●ト

鱒▼ l

A
野
∴
∴
船
’

」
▲

▲
m
音
容
4
 
2

l◆ lll書

出Ilし`-l

l, ◆lI

置
㊧
`

38へ45 :九年橋遺跡

46へ54 :砂川遺跡B地区

55へ56 :砂川遺跡A地区
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写真図版7 岩手県内遺跡出土遺物
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写真図版8 岩手県内遺跡出土遺物
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57̃76 :下似内遺跡

77→85 :庫理遺跡
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写真図版9 岩手県内遺跡出土遺物
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暮書き置

▼固置。。

き} ●㊨●
86-92 :庫理遺跡

93-iO3:橋本I遺跡

iO4:沢田I遺跡

iO5 :華中1萱I遺跡

iO6:尿前H ・馬留遺跡

iO7 :野沢IⅤ遺跡
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夢
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●●′●軍機12,
iO8 声名沢I遺跡
iO9 声名沢萱II遺跡

iIO :佐野原遺跡

=I :大平遺跡

=2 :北部山遺跡

=3 :大巻長沢尻遺跡

=4 :束長岡天王II遺跡

=5:沼田遺跡

=6:甲子遺跡

=7:橋本I遺跡

=8̃ii9:大声遺跡

I20:宇田II遺跡

i2i :有夫野遺跡

I22′-i23 :板子沢遺跡
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